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1巻頭言

巻 頭 言

今からちょうど10年ほど前、文化財建造物保存修理

技術者の北米視察に同行させて頂いたことがある。視

察の目的は、1989年ロマプリエタ地震以降カリフォル

ニア州を中心に急速に普及した、免震レトロフィット

の現場を視察するとともに現地の担当者から聞き取

り調査を行うことであった。サンフランシスコ市庁

舎（補強工事中）、連邦高等裁判所、オークランド市

庁舎、ソルトレイク市・郡庁舎、マドラン教会、ロ

サンゼルス退役軍人医療センター病院棟、UCLAケル

クホフホール、ロサンゼルス市庁舎など主要な事例

を、5泊6日の短期間に視察させて頂くことができた。

これら多くの建物は、1989年のロマプリエタ地震で

被災した歴史的建造物であり、上部構造のみを対象

とした在来の補強方法と比較検討の結果、内装・意

匠を含めた歴史的建造物の価値を保存できるという

点、更に経済性の観点から免震工法を採用したとの

ことであった。当時、大学院で伝統的木造建築の研

究をしつつ（財）文化財建造物保存技術協会で嘱託を

していたこともあり、同行させて頂くことができた。

日本の歴史的な建築物の多くは木造建築であるが、

その構造性能に関する検討は従来、経年変化による

軒の垂下をはじめとする長期鉛直荷重に対する検討

が主であり、水平力に対する検討や対策は個別の事

例はあるもののその数は限定的であった。国指定の

文化財建造物は、建築基準法の第3条によりその適用

除外を受けているため、構造性能に関する検討が義

務付けられていないことも一因である。しかし、平

成7年兵庫県南部地震により、数多くの文化財建造物

が被災したことを契機として、不特定多数の人が出

入りする公共性のある建物や、民家等で居住されて

いる場合については構造的な安全性の確保が必要で

あることが広く認識されるに至った。文化財建造物

は、文化財保護法（1950年制定）の前身である古社寺

保存法や国宝保存法の時代には、極めて稀少な社寺

建築等に限定されていたが1970年代頃からその概念

歴史的建造物の免震レトロフィット

藤田香織東京大学

及び指定範囲が民家や近代化遺産に拡張され、更に

その活用が積極的に促進されるようになった。結果的

に、文化財建造物への居住を含め多くの人が滞在す

る機会が急増することとなった。平成7年兵庫県南部

地震（以降神戸地震と略記）では、神戸の洋館建築な

どを中心に重要文化財建造物116棟が被災した。時間

帯が未明であったため、人的被害こそ免れたものの、

観光客が多く訪れる洋館やレストランとして活用され

ているものもあり、文化財建造物の活用を促進するに

あたり、極めて重大な問題を提起することとなった。

神戸地震で最も被害が大きかったのは、重要文化

財旧神戸居留地15番館（神戸市中央区、以降15番館と

略記）である。アメリカ領事館としても使用された、

明治13年頃の建築であり平成元年に国の重要文化財

建造物として指定を受けている。指定後33ヶ月かけ

て修復工事が行われ平成5年（1993）に工事が完了して

からは「中華レストラン15番館」として営業してい

た。この建物は、木造軸組の中に焼成煉瓦を充填し

た木骨煉瓦造であり、木摺り下地に目地を切ったモ

ルタル塗りとした石造風の意匠の洋館である。明治

まで遡る旧神戸居留地の洋館として希少な建物でも

ある。神戸地震がおきたのは、解体修理が完成した

わずか2年後であり、完全に倒壊した（写真1）。

写真1（参考文献1より）



地震被災後の復旧に際して、①内外観および仕様

の変更を最小限に留めるのはもとより、当初材も最大

限再利用する、②建築基準法相当の耐震性を確保す

る、という2点が基本方針とされた。実際に、倒壊し

た15番館のレンガや木材を一つずつ拾い集め、構造材

（木部）は丁寧に繕ったおかげでその約7割が再利用さ

れたのは、保存技術者の執念であろう（ただし、レン

ガの再利用率は4%）。このような基本方針を踏まえ、

様々な補強案が検討された中で上部構造の形式・材

料を最も多く残せる案として、免震工法が結果的に

採用された。木造の歴史的な建造物を対象とした、

免震レトロフィットとしては報徳二宮神社（1994年免

震構造評定取得）が、わが国最初の事例であり、15番

館は文化財建造物初の事例として、平成10年（1998年）

に竣工している（写真2）。

冒頭で紹介した北米視察は、この15番館がちょうど

復旧工事の施工中のときであった。神戸地震以前は文

化財建造物の構造的な検討、特に水平力に対する安全

性の検討はあまり多くは行われてこなかったため、文

化財建造物の耐震安全性をどのように考えるかについ

て様々な議論が行われている最中でもあった。文化庁

では平成7～10年に「文化財建造物の耐震性能の向上

に関する調査研究協力者会議」が設置され、平成8年

に「文化財建造物等の地震時における安全性確保に関

する指針」、平成11年には「重要文化財（建造物）耐

震診断指針」が定められている。文化財建造物の大規

模な保存修理工事の際にはその構造性能の評価と必要

な際には補強も併せて行うことが、神戸地震以降はほ

ぼ定着してきているといえる。しかし、伝統的な建造

物は材料・構法ともに現在一般的に使用されているも

のとは異なるだけでなく、劣化状況の評価方法も含め、

その構造性能に関してはまだ未解明の部分が多い。現

在も、文化財建造物の構造性能評価に関しては専門委

員会が設置され、個別に検討が行われている。15番館

はその先駆的な事例の一つでもあり、免震工法を日本

の文化財建造物に適用すること自体を含め多角的な議

論が行われた。

北米で免震レトロフィットの事例を見学させて頂

いた際の感想として、日本の歴史的建造物に免震工

法を広く利用するためには、①木造のような軽量な

建築物に適した免震装置の開発、②埋蔵文化財等の

地下遺構との兼ね合い、が重要であると感じた。

1997年のことである。②は対象建築物の下に地下遺

構（埋蔵文化財）がある場合には免震層を掘削して新

たに設けることが困難になるが、これはあくまで個

別的な問題といえる。①はいわゆる軽量免震であり、

当時は積層ゴム系の免震装置が多かったが、現在は

滑り支承等多くの要素技術が開発され木造住宅等で

も既に実用化されていることはいうまでもない。

現在免震レトロフィットは、特に近代建築・組積造

に多く利用されており、歴史的建造物の改修・補強方

法の一つの選択肢として定着した感がある。免震工法

は明快でかつ大変優れた工法であるが、どうしてもご

く一部の高級な建物のための構工法であるという印象

が強い。国宝・重要文化財建造物のように比較的予算

に余裕があり、優秀な構造設計者と丁寧な施工が期待

できるような建物には今後更に活用されていくことと

思われるし、望ましいことでもある。しかし従来、ご

く少数の特殊な建物であった文化財建造物も、現在は

登録文化財（約7,000件）や重要伝統的建造物群保存地

区（83地区）等、その概念も広がり数も飛躍的に増加

すると同時に、予算的にはあまり余裕のない物件も増

えている。更に、わが国全体を見渡すと耐震補強を要

する建物が大量に現存し、社会全体としても既存建築

物（ストック）の有効活用を促進する情勢である一方

で、耐震診断と補強は思うように進んでいないのは周

知のことである。既存建築物の改修を目的とした、よ

り簡易で安価な免震工法の技術開発が進めば、潜在的

な市場は極めて大きい。

参考文献
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巻 頭 言

写真2（参考文献1より）



1 はじめに
現市庁舎の老朽化に伴い建て替えが計画されてい

る立川市庁舎は、市民自治の拠点としての役割を期

待されている。市民参加型の市政の実現を意図し、

空間的にワンフロア約6,000m2の事務室及び議会諸室

が3層構成となる大規模低層平面の構成としている。

建築計画上の特徴は以下の通りである。

・屋上緑化、自然通風をはじめとする自然エネル

ギーの積極的利用

・免震構造による安全性の確保

・プレキャストプレストレスト構造（PCaPC造）採

用による躯体の長寿命化

2 建築概要
建物名称：立川市庁舎

建築場所：東京都立川市泉町1156番9

用　途：事務所（市庁舎）

建築主：立川市

設計者：野沢正光・山下設計　設計共同体

監理者：野沢正光・山下設計　設計共同体

施工者：戸田建設（株）東京支店

建築面積： 6,908.80m2

延床面積：26,025.43m2

階　数：地上4階、地下1階

軒　高：GL＋18,860m

最高部の高さ：GL＋19,060m

構造種別　　地上階：PCaPC造＋鉄骨造

地下階：鉄筋コンクリート造

基　礎：直接基礎（独立基礎、一部布基礎）

免 震 建 築 紹 介

立川市庁舎

図1 完成予想パース

城戸 隆宏
山下設計

古藤 智之
同

3免震建築紹介
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3 構造概要
構造計画の基本方針としては、用途が庁舎である

ことと、100年建築を目指す耐震性能のグレードを実

現するために、極めて稀に発生する地震動に対して

も建物の安全性を保持し、損傷を最小限に抑えるこ

とを目的として、免震構造を採用している。また、

免震構造を採用することで耐震性能の向上のみなら

ず上部構造のデザイン的なフレキシビリティーも可

能としている。

主な構造的特徴を以下に示す。

・上部構造は組立て圧着工法によるPCaPC造を主

体とした構造である。

・桁梁およびリブ付床版から構成されるPC部材は

鋼管組柱によって支持されている。鉛直荷重は

鋼管組柱が、水平荷重に対しては組柱間に配さ

れたPC耐震壁（一部鉄骨ブレース）を抵抗要素と

している。

・空間モジュールを短手方向8.4m、長手方向16.8m、

階高3.9mとして全体を構成している。各階の床

を構成しているPC版は、スパン長16.8mを基本

としている。

・PC造の採用により大スパン化することで、免震

装置台数を少なくして建物の長周期化を図って

いる。

図2 平面図および構造説明図

図3 立面図

図4 軸組図

図5 PC耐震壁詳細
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4 免震層の設計方針
本計画では、免震装置をB1階柱頭に設置した中間

層免震形式としている。

免震装置として、天然ゴム系積層ゴム、鉛プラグ

入り積層ゴムを採用している。採用した免震支承の

組み合わせの理由について以下に示す。

・建物の長周期化を図るために、免震周期を4秒程

度にする。

・極めて稀に起こる地震動にも効果的に減衰を効

かせるために、低降伏の鉛プラグ入り積層ゴム

（LRB）を取り入れた。

・LRBを外周部に配置することにより、免震層に

おける各変形時の偏心が極力小さくなるように

し、ねじれ振動の影響を受けにくくした。

・比較的軽量な鉄骨造の階段室や外構部分には剛

すべり支承（ユニトン支承）を採用している。

5 地震応答解析
1）耐震性能目標

建物および免震装置の耐震性能目標を表1に示す。

2）振動解析モデル

解析モデルは、各階床位置を質点とする4質点の等

価せん断型モデルとし、免震装置についてもせん断

ばねにモデル化した。

上部構造の復元力特性は弾性とし、免震装置の復

元力特性は、

・天然ゴム系積層ゴム　：Linear型

・鉛プラグ入り積層ゴム：歪依存型Bi-Linear型

にそれぞれモデル化した。なお、剛すべり支承につ

いては全体に与える影響が極めて小さいので、モデ

ル化は行っていない。

また、温度変化、製造時の製品品質、経年変化に

より力学特性が変化するため、その変動分を考慮し

て解析を行っている（軟化ケース・標準ケース・硬化

ケース）。

減衰は内部粘性減衰とし、減衰定数は1次固有振動

数に対して上部構造を2%の瞬間剛性比例型、免震装

置を0%とした。

固有振動数は、免震装置を固定としたときの上部

構造の初期剛性を用いて求めた。解析方向はX、Y方

向（0°、90°）方向で行った。

図6 免震支承配置図

図7 振動解析モデル

表1 耐震性能目標
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6 まとめ
上部構造は、全層に渡り設計用せん断力以下とな

っている。また、最大層間変形角はX方向で1/1909、

Y方向で1/1345となっており設計目標値の1/1000以内

を満足している。

免震装置は、最大変位が40.8cmであり、設計目標

値の48.0cm以下を満足している。

以上、本建物は中程度の地震に対して建物全体に

わたり設計用せん断力以下を保持している。また、

極めて稀に起こると考えられる最大級の地震動に対

しても設計用せん断力以下であり、目標性能の短期

許容せん断力以下である。このように本建物は充分

な強度と変形性能を有しており、耐震安全性を確保

していると思われる。

なお本件は2008年6月初旬に着工を迎えた。今後は

所定の設計性能が確保できるべく、工事監理をおこ

なっていく所存である。

3）入力地震動

振動解析に用いた模擬地震動については想定地震

として、国土交通省告示第1461号に基づく告示波3波

（一様乱数、神戸位相、八戸位相）及び海溝型地震と

して1923年関東地震の再来地震（以後、関東地震）、

内陸型地震として立川断層を対象とする直下型地震

（以後、立川地震）とした。表2に極めて稀に起こる地

震動（レベル2）の一覧を示す。

4）応答解析結果

図8にレベル2時の標準状態における応答解析結果

を表3に全体系の固有周期、表4に最大応答値の一覧

を示す。

図8 応答解析結果（標準状態）

表2 採用地震波一覧

表3 全体系の固有周期

表4 最大応答値一覧
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1 はじめに
慶應義塾日吉キャンパス協生館は、慶應義塾創立

150周年記念事業のひとつとして、綱島街道と陸上競

技場に挟まれた日吉キャンパス南西部に計画された

施設である。施設内容は、大学院施設のほか、50m

公認プールと飛び込みプールを配した水泳場、500人

収容の音楽ホールとして利用できる講堂、研修宿泊

施設、多目的ホール、開放型体育施設や各種支援施

設など、さまざまな施設から構成されている。

特徴的なのは、地下1階のプールであり、その上部

にはデッキテラスや段床が陸上競技場に面して配置

されている。また、建物の一部はセットバックする

形状を有してプール上部に配置され、その両翼には

講堂、多目的ホールの大空間が配置されている。陸

上競技場側からのセットバックを重ねる外観が本建

物を印象的なものとしている。

2 建物概要
建 築 主　学校法人慶應義塾

建 設 地　神奈川県横浜市港北区日吉

建築面積　 7,363.10m2

延床面積　38,207.37m2

規　　模　地上 7 階　地下2階

高　　さ　最高高さ　30.279m

軒　　高　29.479m

設計監理

環境デザイン研究所（金箱構造設計事務所）

三菱地所設計

施　　工

（建築・空調衛生設備）東急建設株式会社

（電気設備）東光電気工事株式会社

免 震 建 築 紹 介

慶應義塾日吉キャンパス協生館

図1 全景パース

東　和彦
同

根津 定満
三菱地所設計

石橋 洋二
同

永山 憲二
同
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3 構造形式
免 震 層：1階床下（中間層免震）

構造種別：S造（地上）、SRC造（地下）

架構形式：純ラーメン構造（地上）

耐震壁付ラーメン構造（地下）

基礎形式：直接基礎（べた基礎）

4 構造概要
1階で長辺約130m、短辺約50mの平面形状を有し、

グランド側から階段状にセットバックする形状が外

観上の大きな特徴である。建物内部、中央付近に、

建物を長辺方向に貫通する吹抜通路を設けており、

階段状の低層部分と高層部分とが分断された空間構

成となっている。

また、地下1階の50mプールは、免震層及び1階床

を貫く吹抜を有する大空間であり、その上部のデッ

キテラスと建物の一部（セットバック部分）をスパン

約30mのトラス架構により支持している。

これらの構造計画上の条件を満足し、かつ高い耐

震安全性を同時に実現するためには、免震構造が合

理的であると判断し、採用を決定した。

免震支承は天然ゴム系積層ゴム支承を基本とし、

一部に弾性滑り支承を採用している。減衰要素には

オイルダンパーを採用しており、その半数は一次減

衰係数が二段階に切り替え可能な可変減衰タイプと

している。

以下に、本建物の特徴のうち構造計画上重要な点

と、その対応を記載する。

■複雑な建物形状

建物中央付近は短辺方向に徐々にセットバックし

ていること、また、グランド側は、プール、多目的

ホール、講堂などが配置された低層部分であり重量

が小さいことから、偏心が生じやすい建築計画であ

る。これに対し、一部に弾性滑り支承を設け、また

天然ゴム系積層ゴム支承には2種類のゴム剛性（G3、

G4）を併用するなど、免震支承の配置を工夫してバ

ランスの良い免震層とした。

■吹抜通路

建物を貫通する吹抜により、上部構造（2階以上）は

長辺方向に2つに分断され、通路のスラブのみで接続

されている。また、免震層床および1階床は、2つの

プールの上部吹抜により短辺方向に分断され、部分

的なスラブでのみ接続されている。

これらの吹抜で分断される各階床について、接続

部スラブの変形や多剛床的な挙動を考慮した静的、

動的の検討を行い、地震時における接続部分の健全

性を確認している。

図2 ホール内部

図3 吹き抜け空間

図4 建物中央軸組図
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また、セットバックの最上部となる部分の床版に

は鋼板補強を施し、1階床には極厚のスラブを配置す

るなど、接続部の剛性、耐力を確保することで、各

階床が一体的な挙動となる計画を実現した。

■プール上部トラス

立体トラスにより形成したプール上部トラスは、

グランド側の建物形状に合わせて、1階と2階に跨っ

て配置されている。層を跨いで配置されるトラスと

純ラーメン構造が併用される本建物の地震時の挙動

を明快にするため、トラス架構と1階床とは分離し、

2階床と一体的な挙動となる構造計画とした。

具体的には、1階床レベルにおいて、支点に低摩擦

系の弾性滑り支承（μ＝0.01）を用い、また、トラス

架構部分と本体部分の間に層間変形に追従可能なエ

キスパンジョイントを配置した。

これにより、トラス架構も含めた上部構造全体を

免震化し、かつ、全体の挙動に追従可能な計画とし

て、地震時の大きな応力から開放された合理的なト

ラス架構とした。

■可変減衰オイルダンパー

本建物には、中小地震動時の居住性、耐震性の向

上を目的として、オイルダンパーの減衰係数を地震

レベルに応じて切り替えるセミアクティブ免震シス

テムを採用している。

切り替えは地震ごとに2回とし、地震動が比較的小

さい段階においては一次減衰係数を低い側に設定し

て応答加速度低減を図り、地動加速度が一定以上と

なった場合には一次減衰係数を高い側に設定し、地

震に対する安全性を高めることとしている。図6に切

り替えのフローを示す。

図6 可変減衰ダンパー切り替えフロー

図7 免震層伏図

図8 1階伏図

図9 5階伏図

図5 50mプール
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5.3 応答解析結果

極めて稀に発生する地震動時の短辺方向の応答解

析結果（可変減衰ダンパーは1次減衰係数を高い側に

固定）を図10に示す。

最上階の応答加速度は、両方向とも、稀に発生す

る地震動時に約140gal、極めて稀に発生する地震動

時に約250galであり、鉄骨造、純ラーメン構造であ

る比較的剛性の低い上部構造にも関らず、高い免震

効果を実現している。

また、可変減衰ダンパーの一次減衰係数を低い側

に固定し、かつ免震材料の特性変動を考慮した場合

の免震層の変形も確認している。その最大値は約

360mmであり、クリアランスの500mmに対して充分

な余裕のある設計としている。

先述のセミアクティブ免震システムの導入により、

稀に発生する地震動時において、最大で17％程度の

応答低減効果（最上層加速度応答）を実現している。

なお、本システムは慶應義塾 故 吉田和夫 元常任理

事、西村秀和教授による発案、設計である。

6 まとめ
本計画には、複雑な建物形状や数多くの大きな吹

抜の配置、更に2層に跨るトラス架構など、構造設計

上の条件が数多く課せられた。

これに対して、免震構造を採用することにより、地

震応答の低減を図り、複雑な構造計画を実現すると共

に、高い耐震安全性を確保する設計が可能となった。

■中間層免震

本建物は1階床下に免震層を設けた中間層免震であ

る。地下へのEVや階段等のシャフトは、鉄骨架構に

より1階床から吊り下げ、上部構造と一体的な挙動と

なる計画とした。

また、各プール上部の吹抜は免震層を貫通してお

り、免震層はプールに面する部分が多く存在する。

プールから進入する空気中の塩素により、免震装置

が損傷を受けることが無いよう、プールに面する部

分には変形に追従可能な目地材を設けると共に、そ

の部分を気密ライン（躯体壁と目地材により構成）

で囲み、換気を行うことで、プールからの空気が進

入した場合でも塩素濃度が高まらないように配慮し

た計画とした。

■クライテリア

複雑な形状を有する建物であるため、クライテリア

は上部構造・下部構造共に極めて稀に発生する地震動

時においても短期許容応力度以下として高い安全性を

確保することとした。免震層については、最大変形を

250%以内とし、また、上下動を考慮した場合におい

ても引張面圧を生じさせない計画としている。

5 応答解析概要
5.1 採用地震波

採用地震波は、既往波3波（EL CENTRO NS、TAFT

EW、HACHINOHE NS）、告示波3波（一様乱数、八戸

位相、神戸位相）とした。

5.2 固有値解析結果

表1に固有周期を示す。本建物の減衰要素はオイル

ダンパーのみであるため、免震層の変形状態に関ら

ず固有周期は一定となる。

図10 応答解析結果

表1 固有周期一覧



1 はじめに
清水建設技術研究所安全安震館は、初の試みである

「塔頂免震」構造の採用により、「パーシャルフロート

免震」の風洞実験棟や「柱頭免震＋メガフレーム」の

新本館等、清水建設の多彩な免震技術のショールー

ムとして社会や顧客へ情報発信している。「塔頂免震」

は、高橋 一第一工房代表をリーダーとするSFS・21

開発チーム1※と清水建設との長年にわたるコラボレー

ションにより開発実現した免震構造である。

2 建物概要
建 設 地：東京都江東区越中島

建 築 主：清水建設株式会社

設 計 者：高橋 一SFS・21＋清水建設株式会社

一級建築士事務所

施 工 者：清水建設株式会社

主要用途：電算室・ショールーム

建築面積： 75.60m2

延床面積：213.65m2

階　　数：地上4階　塔屋1階

軒　　高：設計GL＋13.95m

最高高さ：設計GL＋18.75m

構造種別：鉄筋コンクリート造＋鉄骨造

基礎形式：杭基礎

3 構造計画概要
引張に強い鋼材を外周の吊部に、圧縮に強いコンク

リートをコアシャフト部に用い、それぞれの材料が持

つ特性を最大限に活かしている。構造計画上最も重要

な点は、吊り構造となるこのシンプルな架構（スケル

トン）をそのままデザインとして見せること、そのた

めに接合部ディテールも含めて架構全体が力学的に合

理的でかつデザイン上も優れていることであった。

「塔頂免震」構造は、径300mmの天然ゴム系積層ゴム

免 震 建 築 紹 介

清水建設技術研究所安全安震館

写真2 免震層部分の写真

写真1 建物外観写真

近藤 史朗
同

小林 和彦
清水建設

中西　力
同
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図1 基準階平面図
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をコアシャフト頂部の四隅に球面状（上下2つの焦点を

有する）2段配置としている。球面状2段配置の積層ゴ

ムの傾きは、吊部のスウェイ・ロッキング運動の内、

コアシャフトと吊部のクリアランスをできるだけ小さ

くするなどの理由から、スウェイ運動が卓越するよ

う、上部球面回転半径を14.25m、下部を9.5m（傾斜角

で上部6.6度、下部9.9度）としている（図4）。

減衰機構としては最大減衰力50KNのオイルダンパー

を、屋上階X・Y方向に4台ずつ計8台を、2階床レベ

ルX・Y方向に2台ずつ計4台を設置している（図2）。

2,400mm×4,500mmの建物中央部鉄筋コンクリート（壁

厚250mm）コアシャフト内は階段スペースとし、シャ

フト上部の2段免震装置を連結する部分および居室部

の床組みに鋼材を使用している。吊り材・ブレース材

には引っ張り強度690N/mm2、2,740N/mm2以上の高張力

鋼ロッドを使用し、スリムな断面を実現している。

4 各部ディテール
各部材断面サイズは、頂部吊材：55mmφ、基準階

吊材：42mmφ、基準階ブレース材：25mmφとし、

各階の床梁：全て梁成200mmのH型鋼（床コンクリー

トスラブを梁成内に内蔵させることにより各階床の

水平面見付寸法をスリムに見せている）で構成し、吊

り材とトップビームや各階床梁との接合部を鋳鋼

SCW480を使用している。吊部とコアシャフト部間

の躯体クリアランスは400mmとしている。

トップフレームにおいては、最大5本が集中するロッ

ド材の処理と各階の床梁と吊り材の偏芯接合を行う為

に鋳鋼材を使用し、コンパクトかつ合理的な力の流れ

としている。

5 免震装置の設計
積層ゴムは天然ゴム系（NRB：NX030N3）のものを、

8台（4台×2段）用いる。ゴム外径φ300、1層ゴム厚

2.1mm×46層（ゴム総厚96.6mm）、被覆ゴム厚10mm

とする。1次形状係数および2次形状係数は、S1＝35.7、

S2＝3.11である。内部ゴム材料は、呼称G0.30ゴム（せ

ん断弾性率G＝0.294N/mm2）を使用した。

長期最大面圧は6.23N/mm2短期（レベル2地震時）最

大面圧は7.10N/mm2となっており、積層ゴムには引抜

きは生じていない。また、積層ゴムの最大水平変位

は、レベル2地震動で性能保証変形161.5mm（γ＝

1.672）以下となっている。

図4 上部および下部の仮想回転中心

トップビーム
免震ゴム
フリービーム
免震ゴム

オイルダンパー

吊材（高張カロッド）

コアシャフト

オイルダンパー

吊材（高張カロッド）

図2 構造パース

図3 スウェイ・ロッキングモード
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6 時刻歴応答解析
「塔頂免震」構造は、積層ゴムの傾斜2段配置により

通常免震より長周期化できること及びコアシャフトを

支点とする吊構造のため常に原位置に戻ろうとする重

力効果やダンパーの適切な配置などにより、きわめて

高い免震性能を有している。

本建物の振動系モデルは3次元弾性骨組モデルと

し、積層ゴム及びダンパーは、各部材毎にモデル化

している。また、今回外周吊部の振子機構による重

力効果を考慮したバネを設定している。減衰は内部

粘性型とし、外周吊フレーム及びコア壁の1次固有振

動数に対する減衰定数をそれぞれh1＝0.01（外周吊り

フレーム）、h1＝0.03（コア壁）として、高次は剛性比

例型とした。積層ゴムの傾斜設置による影響は、回転

を伴うせん断実験の結果より、せん断ひずみによらず

4％剛性低下するものとして、解析に反映させた。固

有値解析の結果、X・Y方向とも一次固有周期は約5.1

秒となった。時刻歴解析検討用地震波としては、告示

波に加え、経験的グリーン関数法と三次元有限差分法

の併用により算出した想定関東地震及び直下型東京湾

北部地震のサイト波を用い解析を行った（図6）。

応答解析の結果、江東区越中島という比較的軟弱

な地盤を評価しての長周期成分も含まれる極めてま

れに発生する大地震時でも、最大応答加速度は160ガ

ルとなっている（図7）。

本システムは建物中央付近に積層ゴムを配置して

いるため、ねじれ剛性が小さく、特に斜め方向から

の風荷重に対する安全性の検証も行った。周辺の建

物による影響も考慮した風洞実験を10度ごとに風向

を変えた全方向に対して行い、再現期間500年の風荷

重に対しても積層ゴムの最大変形値は安定変形（せん

断ひずみγ＝110％）以内に納まることを確認した。

7 耐火設計
耐火設計は、構造体をデザインとして見せることを

主眼とし、実際に発生する可能性のある火災を想定

し、これに対する建物各部位の耐火仕様が所定の耐火

性能を満足することを確認することによって実施し

た。図8および表1に部位毎の耐火設計の概要を示す。

吊り材に対しては、居室の全層同時火災を想定し、

耐火塗料を施工した類似の部材（32φのロッド）の加

熱試験によって得られた熱定数を用いて熱伝導解析

を行い、4mmの耐火塗料を施工した吊り材の温度を

算定した。その温度での高温時降伏軸力が存在軸力

を上回ることを確認した。

建物上部の免震装置及びその周辺部材に対しては、

図7 時刻歴応答解析による最大応答値

表1 部位毎の耐火設計の概要

図5 トップフレーム接合部詳細

 ：関東地震（一様断層モデル）

　　 ：関東地震（ハイブリッドモデル）

：首都圏直下地震

　　 ：東京湾北部地震

図6 サイト波X方向応答スペクトル
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居室の全層同時火災時の噴出火炎および隣接建物から

の噴出火炎を想定し、定常状態の熱平衡式により同部

材の表面温度を算定した。最も表面温度が高かったの

は免震装置下フランジで124℃であった。この温度は、

免震装置と周辺鋼材に設定したそれぞれの許容温度

150℃、350℃を下回ることから、無耐火被覆とした。

H形鋼梁内蔵スラブに対しては、吊り材と同様に

類似のH形鋼梁の加熱試験によって得られた熱定数

を基に、2mmの耐火塗料を施工した梁の検討をした。

火災初期の上階延焼に対しては、通常の居室火災を

想定し、火災階直上の梁上フランジ温度が160℃を下

回ることを確認した。また、スラブの崩壊に対して

は、居室の全層同時火災を想定し、梁の平均温度が

設定した許容温度350℃を下回ることを確認した。

8 施工法
施工法についてはより大規模な建物に適用する場

合を考慮し、リフトアップ工法を採用した。リフト

アップは2回に分けて行い、トップフレームから斜材

ロッドにて吊られるR階床スラブを第一ステップに、

4階から2階床スラブ3層を第二ステップとしてリフト

アップを行った。

本建物では、積層ゴムが小径でかつ2次形状係数が

3.1と小さいこと、4箇所で支持していることなども

あり、積層ゴムのばらつきや固定荷重の偏在により

床レベルの調整にかなりの時間を要した。今後は、

積層ゴムの水平剛性等のばらつき巾を通常より小さ

くすること、個々の積層ゴムの特性を考慮したバラ

ンスの良い配置をより厳しく監理すること等の配慮

が必要である。又、最上階の床スラブを吊材と接合

する時期についての検討も必要であり、例えば、鉄

骨重量には耐えうる柱とし仮設支柱（あるいは鉄骨重

量などの施工時荷重のみを支持できる極小断面の本

柱）を用いる施工法等の検討も解決策のひとつであ

り、案件ごとに建物規模・施工条件等の特性を考慮

した最適工法を検討していく必要がある。

9 モニタリング計画
安全安震館では、建物に変形や振動を測定するセン

サーを取り付け、そのデータに基づき、地震直後に建

物の構造健全性を確認する構造モニタリングシステム

を導入している。このシステムでは、建物の揺れを検

知する加速度計を7箇所、建物の免震部の変形を検知

する変位計を2箇所設置しており、風による建物の揺

れの影響を監視するための風向風速計も取付けている。

また、今回のオイルダンパーは、強震時・強風時の
図10 リフトアップ手順

図8 部位毎の耐火計画

図9 H形鋼梁内蔵スラブの断面図



揺れの低減以外に、常時は風揺れ等への影響を少な

くし、居住性を確保する為に常時ロック機構を用い

ている。上記の加速度計や風速計によって、オイル

ダンパーロック機構のオンオフ制御を行なっている。

10 おわりに
清水建設技術研究所安全安震館は、「塔頂免震」構

造の適応第一号として社会や顧客へ情報発信だけで

はなく、設計・施工・モニタリングを通じて得られ

た知見・データベースを大規模・多用途案件へ展開

を図っていきたい。

注）1※：SFS・21開発チーム：高橋 一（第一工房代表）、和田章（東

京工業大学教授）、彦根茂（Arup Japan代表）、竹内徹（東京

工業大学准教授）、堀富博（元清水建設設計本部副本部長）

参考文献

・やじろべえ型免震構造（SFS21）の研究（その1～7）、日本建築学

会大会梗概集、2000.9、2002.8

・やじろべえ型免震構造（SFS21）の開発、日本建築学会技術報告

集2003.6
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図11 モニタリング装置配置図
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一方免震構造では、建物のアスペクト比によって

は免震装置に対する引き抜き対策、その他強風対策

やメンテナンス性が問題となることもある。

そこで、制震装置に大きな変形を与え、吸収エネ

ルギーを高める目的で、一つの建物の中に独立した

二つの構造体を構成し、両者間に制震装置を設置し

て相対変形を利用する連結制震構造システム：デュ

アル・フレーム・システム（Dual Frame System、以

下、DFSと記す）を考案し、超高層RC造建物に適用

した。本稿ではDFSの制震効果を検証するために行

った地震応答性状を報告する。

2 建物概要
名　　称：（仮称）シティタワー大阪天満

建 設 地：大阪市北区樋之口町40-1

建 築 主：住友不動産株式会社

設 計 者：株式会社大林組本店一級建築士事務所

施 工 者：株式会社大林組

主要用途：共同住宅

建築面積： 2688.33m2

述床面積：72582.17m2

階　　数：地下1階、地上45階、塔屋2階

軒　　高：148.00m

最高高さ：155.50m

構造種別：RC造

基礎形式：杭基礎

1 はじめに
最近の超高層RC造集合住宅は、耐震性能の向上、

住空間のフレキシビリティ、ワイドフロンテージ等

のニーズが高くなっており、これに応えるために制

震構造や免震構造を採用することが多くなっている。

しかし、各階の層間変形を利用した一般的な制震

構造では、層間変形の許容範囲があるため、入力エネ

ルギーに対する装置の吸収エネルギーの割合に限界

がある。特に超高層建物の上層部では、曲げ変形の

卓越により制震効果が有効に発揮されない。また、装

置の配置が平面計画の障害になる等の問題点もある。

制 震 建 築 紹 介

連結制震構造を適用した超高層RC造集合住宅

図1 外観パース

西村 勝尚
大林組

福本 義之
同

和田 裕介
同



3 構造計画概要
建物概要を図2～図4に示す。地上階平面は、外周

の住宅部と中央の立体駐車場により構成される。住

宅部は吹抜を有するロの字形平面の架構（以下、主

体架構）であり、吹抜部の立体駐車場は、箱形の連

層耐震壁（以下、連層耐震壁架構）により覆われてい

る。主体架構はラーメン架構とするが、住戸内部分

はフレキシビリティを図る目的で、柱梁が無いスパ

ン長9mの一方向スラブとした。連層耐震壁架構の

高さは、主体架構の33階床レベルまでとなっている。

主体架構と連層耐震壁架構は分離・独立させ、そ

れぞれを制震装置（オイルダンパー）により連結する。

両架構は振動性状が異なるため、地震や風の際は

架構間に相対速度が生じる。制震装置はこの相対速

度に応じて減衰力を発生し、エネルギーを吸収する。

エネルギー吸収量は減衰力と変形に依存するが、架

構間の相対変形は、主体架構の層間変形に比べては

るかに大きく、上層ほど顕著になる。このため、層

間に制震装置を設置する一般的な制震構造に比べ

て、非常に大きなエネルギー吸収を期待する事がで

き、装置1台当たりの効率が良いという特徴がある。

大きな相対変形の積極的利用と、主体架構の高次

モードの抑制、連層耐震壁架構の転倒モーメント等

を考慮し、制震装置の配置は上層部で2層毎、下層

部で4層毎としている。二つの構造体のクリアラン

スは最大650mmとした。

なお、両架構は2階床位置より下部で一体化し、

連層耐震壁架構の曲げ変形の抑制を図っている。同

架構の1階は開口（立体駐車場の車両侵入口）を有す

るため、当該部分の負担せん断力や転倒モーメント

による変動軸力の軽減に対しても有効となる。
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図3 基準階床梁伏図

図2 DFS概念図

図4 軸組図



4 解析モデルと固有値
振動解析モデルを図5に示す。地下1階床位置で固

定とし、主体架構と連層耐震壁架構が一体となる1、2

階は等価せん断型弾塑性モデル（履歴特性：Degrading

Tri-Linear武田モデル）、3階以上は両架構を分岐させ

た曲げせん断分離型モデルとした。

曲げせん断分離型モデルの復元力特性は、主体架

構のせん断をDegrading Tri-Linear武田モデル、連層

耐震壁架構の曲げをTri-Linear型（履歴特性：無履歴

型）とし、その他は弾性とした。

主体架構と連層耐震壁架構を連結する制震装置

（オイルダンパー）は、軸方向剛性のバネ要素と減衰

係数のダッシュポット要素を直列に連結したMaxwell

型要素でモデル化した。装置1台当りの初期減衰係数

は25kNsec/cm、リリーフ荷重800kNとし、設置数は1層

に付き各方向4台としている。

なお、主体架構と連層耐震壁架構の内部粘性減衰

は、減衰定数3％の瞬間剛性比例型とした。

本振動解析モデルの固有周期を表1に示す。

6 入力地震動
地震応答解析に用いた入力地震動を表2に示す。入

力レベルは極めて稀に発生する地震動（レベル2）を対

象とし、既往波については、50cm/sにて基準化した。

7 地震応答解析結果
図6にY方向の主体架構最大応答層間変形角、図7

にY方向架構間の最大応答相対変形を示す。

図6の主体架構の最大層間変形角は1/126である。

図7に示す架構間の最大応答変形は最大47cmとな

り、設定したクリアランス65cmの72％である。
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図5 振動解析モデル

図6 主体架構の最大応答層間変形角

図7 最大応答架構間変形

表1 固有周期（秒）

表2 地震応答解析採用地震波



図8に主体架構と（主体架構＋連層耐震壁架構）の

最大応答層せん断力係数を示す。主体架構の応答層

せん断力係数は、連層耐震壁架構と分離した範囲の

最下層（2層）で0.035であり、レベル2地震動に対す

る応答値としては非常に小さい。この結果より、

DFSを採用した建物の主体架構は、免震構造と同様、

レベル2地震時に対しても許容応力度設計が可能と

考えられる。

図9に制震装置（オイルダンパー）の応答減衰力－変

位関係を、図10に入力地震動継続時間中の入力地震

エネルギーに対する各項の消費エネルギー比を示す。

制震装置の消費エネルギーは地震入力エネルギーの

70％程度であり大きなエネルギーを消費している。

8 おわりに
本建物は2007年12月に着工し、現在工事中です。

設計に際して、多くの方々からご指導と助言を頂

きました。御世話になりました皆様に厚く感謝を申

し上げると共に、高品質の建物を完成できるよう、

竣工に向けた監理に取り組む所存です。
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図8 最大応答層せん断力係数

図9 制震装置の応答減衰力―変位曲線（33F）

図10 入力地震エネルギーに対する消費エネルギー比
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2 建物概要
建 設 地：東京都江東区豊洲3丁目7番5号

建 築 主：学校法人芝浦工業大学

建物用途：大学

設計監理：日建設計・NTTファシリティーズ

設計・監理共同企業体

施　　工：大成建設、三井住友・大林共同企業体、

戸田・飛島共同企業体

敷地面積：30,000.26m2

建築面積： 8,401.73m2

延床面積：61,934.86m2

規　　模：地下1階、地上14階、塔屋1階

構造種別：鉄骨造、免震構造（基礎免震）

骨組形式：ブレース付きラーメン構造

基礎形式：鋼管杭基礎

工　　期：2003年6月～2005年9月（約28ヶ月）

3 設計のコンセプトとその特徴
設計者である日建設計のお三方より、本件の設計

について丁寧でわかりやすい説明をいただきました。

印象に残った設計の内容を訪問時の写真とともに紹介

します。なお詳しい設計の内容は、MENSHIN2005/11

号の本件の免震建物紹介をご参照下さい。

［6つのコンセプト］

①立地を生かした計画：臨海地区

②大学のアイデンティティを生かした計画

：運河に開いた凱旋門（写真1）

③開放的な大学

：社会人大学院、門や塀を作らないオープ

ンなキャンパス、（写真2）リザーブスペー

スを南にとり、北東側にL型に校舎を配置

④人間主義的建築空間

⑤フレキシブルな施設

⑥ ITキャンパス

1 はじめに
今回の免震建築訪問は、東京都江東区の芝浦工業

大学豊洲キャンパスです。建物は、地下鉄有楽町線

豊洲駅より北方に歩いて約6分のところにあり、豊

洲運河を望む緑豊かな公園のような敷地に建設され

ていました。今回の訪問は、（株）日建設計の清田様、

山脇様、小番様に同伴をいただき実現しました。ま

た、現地では芝浦工業大学の北島様に建物の案内を

いただきました。

千馬 一哉
久米設計

竹内 貞光
ブリヂストン

芝浦工業大学豊洲キャンパス
免 震 建 築 訪 問 記 ― 66

写真1 建物全景（キャンパス広場より研究棟を望む）

写真2 外構サインによる案内図



免震建築訪問記－ 66

［構造計画］

・上部構造は建物の更新性のための空間のフレキ

シビリティ、および高い耐震性能を確保するた

めに、鉄骨造架構による免震構造を採用してい

る。柱は水平剛性確保のためにCFTとしている。

・L形平面の教室棟と研究棟はねじれによる変形
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［建築計画］

・建物の中間階の8階に図書館を配置し、主導線

としている。

・用途により、4面の立面の表情が異なる。

・教室棟吹き抜け部分は大階段が印象的、明治大

学リバティタワーを発展させたもの。（写真3）

・520席の大教室は、学会の大規模な会議を始め、

いろいろな使われ方をしている。（写真4）

・教室と廊下はガラスで間仕切、オープンで中が

見え、先生方は当初戸惑いあり、学生には好評。

・外部広場の免震EXPJは外部仕様のフルフラッ

トの納まりとなっている。（写真5、6）

・免震層を利用して、地下の安定した空気温度に

よるクールヒートピットを設け、自然通風と省

エネルギーを実現している。（写真7）

写真4 さまざまなイベントで使用されている大教室

写真3 教室棟吹き抜け部 写真5 教室棟より広場を望む

写真6 外部仕様の免震エキスパンションジョイント（EXPJ）

写真7 クールピットの機能も有する免震層
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免 震 建 築 訪 問 記 ― 66

を評価するためにブロックごとの質点系振動解

析モデルとしている。

・変動軸力の少ない中柱には弾性すべり支承を、

外周部に天然ゴム積層ゴム支承を、2種類の履

歴減衰ダンパー（鉛ダンパー、鋼棒U型ダンパー）

を主として外周廻りに配置している。（写真8、9）

・地下階の外周架構にブレースを配置してトラス

梁とすることにより、免震支承を集約し、アイ

ソレータのみの周期で6秒程度の長周期化と地

下階の変形の抑制を図っている。

・免震構造である交流棟と教室棟の棟間ブリッジ

は2、4、6階の3箇所にあり、ブリッジを覆う大

屋根は交流棟からの片持ちとなっている。支持

形式はピンローラーで、ローラー部分の下部に

片持ち形式の受け架構で荷重支持している。可

動変形は±850mm×2である。（写真10、11）

・基礎は鋼管杭による支持杭で、基礎梁は鉄筋コ

ンクリート造となっている。地盤の液状化の可

能性が高いため、液状化懸念地層を地下室で置

換する対策をとっている。

［施工監理］

・研究棟ピロティ部分の32.4mトラス架構の鉄骨

建て方はベント支持の上、ジャッキダウン方式

をとっている。

・施工時の免震支承の拘束は行わず、施工時の安

全性を検討した上で1階のコンクリート打設後

フリーとする施工方法をとっている。

・免震支承ベースプレート下部の基礎コンクリー

ト打設方法については、各建設会社それぞれの

工法で施工試験を行い、ベースプレート下部へ

の充填の状態を確認の上、施工を行っている。

4 インタビュー
見学後に行った質疑応答の内容を紹介します。

Q：免震層の床のクラックが少なかったが、何か

特別な方法をとっていますか？

写真8 山脇様からの免震構造の説明状況

写真10 交流棟と教室棟を接続する棟間ブリッジ

写真11 ローラー側の床のおさまり

写真9 講義で説明した積層ゴムアイソレータ
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A：中庸熱セメントを採用した。ひび割れの抑制

は重点監理項目のひとつであった。

Q：棟間の渡り廊下は構造設計を行うのに、どの

外力で部材が決まっているのですか？

A：風荷重のチェックも行ったが、長期荷重と、

歩行時振動性状で決まった。

Q：最下階の梁を鉄骨造とした理由は何ですか？

A：平面的に広い建物から生じる大きな温度応

力、大変形の付加曲げ、大スパン構造、等へ

の適切な対応を考慮して鉄骨造とした。

Q：免震構造において風荷重に対する対策は何か

とられていますか？

A：ホールなどの影響で容積の割には比較的軽量

の低層部分は、風荷重で降伏しないようなダ

ンパー耐力を確保している。

Q：将来の更新性に対して、プランのフレキシビリ

ティはどの程度をイメージされていますか？

A：間仕切壁はどこでも配置できるように、テナ

ントオフィスのように設計している。研究室

は将来の変更に対応できるようにできるだけ

標準化した仕様としている。

Q：建物が免震構造であることを、使用者、周辺

住民にガイダンスなど行っていますか？

A：外構に、サインにより建物の内容をお知らせ

している（写真12、13）。また、本件の免震構

造について学生へ講義を行った。（写真9）

5 おわりに
海に玄関を向けた歴史的建築に厳島神社やベネチ

アのサンマルコ広場があります。こののびやかで開

放的なモチーフが、現代の本キャンパス計画に具現

化されていると思います。そして死角の少ない広々

とした外構計画が、良好で安全な環境の実現に大い

に貢献していると感じました。

最後に、今回の見学に際し、お世話になった（株）

日建設計の清田様、山脇様、小番様、芝浦工業大学

の北島様に、深く感謝申し上げます。

受領資料

耐震設計と施工「芝浦工業大学豊洲キャンパス」鉄構技術2006.2

免震建物紹介「芝浦工業大学豊洲キャンパス」MENSHIN2005.11

芝浦工業大学豊洲キャンパス建設記録

写真12 周辺住民への外構サイン

写真13 研究棟ピロティにあった免震構造の表示

写真14 凱旋門と呼ばれる研究棟ピロティで集合写真
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シリーズ「免震部材認定」ー 92
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運営委員会企画小委員会社会ニーズ醸成WG

2007年度免震制振建物
データ集積結果

【免　震】
経緯：「免震建築物の技術的基準」が2000年10月に告示された後、免震建築に関しては、複数の性能評価機
関においての性能評価と、建築主事による建築確認によって建設可能となりました。これ以前のデータは
「ビルディングレター」によっていました。しかし、現在はこれらの物件を的確にとらえることが困難にな
ったため、本協会ではこれらのデータ集積を会員各位のご協力により行っています。2007年度にご協力いた
だいた2006年末までのデータ集積結果です。
集積結果
①免震建築物計画推移棟数（戸建住宅を除く） ④免震戸建住宅計画推移
②免震建築物計画推移－集合住宅棟数 ⑤免震建築物計画推移－官・民（戸建住宅を除く）
③免震建築物計画推移－病院棟数 ⑥免震建築物の県別分布（戸建住宅を除く）

特 別 寄 稿

①免震建築物計画推移棟数（戸建て住宅を除く）

②免震建築物計画推移－集合住宅棟数

③免震建築物計画推移－病院棟数
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④免震建築物計画推移－戸建住宅棟数

⑤免震建築物計画推移－官・民（戸建住宅を除く）

⑥免震建築物の県別分布（戸建住宅を除く）
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【制　振】
経緯：パッシブ制振構造設計マニュアルが2007年に第2刷として再版されています。制振建築物は近年増加
の傾向にあります。本協会ではこれらのデータ集積を会員各位のご協力により行っています。以下は2006年

末までのデータ集積結果です。

集積結果

①制振建築物計画推移（累積棟数）

②制振部材の使用割合

①制振建築物計画推移（累積棟数） ②制振部材の使用割合

（株）淺沼組

（株）アルテス

井口インターナショナル（株）

イソライト工業（株）

（株）エーエス

NTN精密樹脂（株）

大阪化工（株）

（株）奥村組

カヤバシステムマシナリー（株）

（株）構造工学研究所

（株）小坂工務店

五洋建設（株）

清水建設（株）

住友金属鉱山シポレックス（株）

（株）大建設計

大日本土木（株）

（株）竹中工務店

東亜建設工業（株）

（株）東京建築研究所

特許機器（株）

中村建設（株）

（株）日建設計

独立行政法人日本原子力研究開発機構

（株）日本設計

（株）ビー・ビー・エム

（株）ブリヂストン

真柄建設（株）

丸磯建設（株）

三菱重工業（株）

（株）メタルワン建材

（株）免制震ディバイス

（株）ヤマウラ

（株）梓設計

（株）イー・アール・エス

石川建設（株）

一条工務店（株）

（株）エス・エー・アイ構造設計事務所

（株）NTTファシリティーズ

大阪ラセン管工業（株）

小田急建設（株）

共立建設（株）

（株）構造システム

（株）小堀鐸二研究所

（株）佐藤総合計画

昭和電線デバイステクノロジー（株）

西武建設（株）

大末建設（株）

大豊建設（株）

THK（株）

東海ゴム工業（株）

東洋建設（株）

ナイス（株）

（株）中山構造研究所

（株）日建ハウジングシステム

日本工業検査（株）

（株）長谷工コーポレーション

（株）日立製作所

ブリヂストンTKK（株）

松尾建設（株）

三井住友建設（株）

宮城建設（株）

（株）免震エンジニアリング

（株）安井建築設計事務所

ユニオンシステム（株）

（株）穴吹工務店

（株）イーステック

（株）石本建築事務所

（株）植木組

エスケー化研（株）

大木建設（株）

（株）大林組

鹿島建設（株）

（株）久米設計

（株）鴻池組

小山建設（株）

サンゴバン（株）

スターツCAM（株）

積水ハウス（株）

大成建設（株）

大和ハウス工業（株）

鉄建建設（株）

東急建設（株）

東洋ゴム工業（株）

（株）ナカノフドー建設

西松建設（株）

ニッタ（株）

日本国土開発（株）

（株）ピーエス三菱

（株）福田組

前田建設工業（株）

（株）松田平田設計

（株）三菱地所設計

名工建設（株）

（株）免震テクノサービス

矢作建設工業（株）

横浜ゴム（株）

（株）アール・アイ・エー

アラップ・ジャパン

（株）イーステック

（株）石本建築事務所

（株）エーエス

大木建設（株）

（株）大林組

カヤバシステムマシナリー（株）

（株）構造工学研究所

（株）小堀鐸二研究所

サンゴバン（株）

大末建設（株）

（株）竹中工務店

東亜建設工業（株）

中村建設（株）

独立行政法人日本原子力研究開発機構

（株）日本設計

（株）福田組

松井建設（株）

丸磯建設（株）

三菱重工業（株）

明友エァマチック（株）

（株）免制震ディバイス

ユニオンシステム（株）

青木あすなろ建設（株）

（株）アルテス

井口インターナショナル（株）

イソライト工業（株）

エスケー化研（株）

大阪化工（株）

小田急建設（株）

共立建設（株）

（株）構造システム

小山建設（株）

西武建設（株）

大成建設（株）

THK（株）

東海ゴム工業（株）

（株）日建設計

日本工業検査（株）

（株）ビー・ビー・エム

ブリヂストンTKK（株）

松尾建設（株）

三井住友建設（株）

宮城建設（株）

（株）メタルワン建材

（株）安井建築設計事務所

横浜ゴム（株）

（株）梓設計

（株）イー・アール・エス

石川建設（株）

（株）植木組

NTN精密樹脂（株）

大阪ラセン管工業（株）

鹿島建設（株）

（株）久米設計

（株）小坂工務店

（株）佐藤総合計画

（株）大建設計

大豊建設（株）

鉄建建設（株）

（株）ナカノフドー建設

（株）日建ハウジングシステム

日本国土開発（株）

（株）日立製作所

真柄建設（株）

（株）松田平田設計

（株）三菱地所設計

名工建設（株）

（株）免震テクノサービス

（株）ヤマウラ

免震構造関係 制振構造関係

2007年度データ集積でご協力いただいた会員名



下記日程で、夏休み期間中の親子を対象としたイベントを行います。入場料は無料です。詳細は当会ホー

ムページをご覧下さい。皆様、どうぞお越し下さい。
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記念事業委員会 ― 2 イベントのお知らせ

日本免震構造協会創立15周年記念　市民イベント
「来て！見て！乗って！免震」
日本免震構造協会記念事業委員会　市民イベント部会

イベント名 社団法人日本免震構造協会　創立15周年記念市民イベント

「来て！見て！乗って！免震」

平成20年8月29日（金）10時～17時

開 催 期 間 平成20年8月30日（土）10時～18時

平成20年8月31日（日）10時～18時　3日間

開 催 場 所 日本科学未来館　1階企画展示ゾーンb、メインエントランス横、バス停留所横

住　　　所 東京都江東区青梅2－41

最 寄 り 駅
新交通ゆりかもめ「船の科学館駅」下車、徒歩約5分、

または「テレコムセンター駅」下車、徒歩約4分

料　　　金 無料

イベント内容（予定）

内　　　容 ①地震の起きるわけ

②免震の科学、免震の力学的な説明

③免震部材模型の展示、大型建物（ビル）の免震、戸建住宅の免震、

免震レトロフィットの説明

④免震建築物のパネル展示

⑤免震体験車（メインエントランス横、バス停留所横）

⑥触れて考える展示コーナー

⑦「免震の科学教室」＊一部、事前申込みを当会ホームページにて受付けています。

講師

8月29日（金）名古屋大学大学院　准教授　飛田　　潤　氏

8月30日（土）名古屋大学大学院　准教授　護　　雅史　氏

8月31日（日）名古屋大学大学院　教授　　福和　伸夫　氏

時間（午前1回、午後2回）

■免震の科学1 ＊定員40名

11：00～12：00（60分）「模型を作って、建物の強さを考えよう」

■免震の科学2 ＊定員40名

13：30～15：00（90分）

「ストローハウス　コンテスト開催！【小学生以上対象】

～ストローと、クリップで、素敵な高い強い建物を作ってみよう～」

■免震の科学3

15：30～16：30（60分）

「体感！どんな建物が揺れるの？壊れるの？」
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絵画コンテストのテーマ

「地震
じ し ん

災害
さいがい

のない未来
み ら い

、2050年
ねん

の

こんな家
いえ

、こんなまちなみ、こんなくらし」

日本
に ほ ん

は、何度
な ん ど

も大きな地震
じ し ん

におそわれてきました。地震
じ し ん

では、家
いえ

やビル
び る

が壊
こわ

れたり、火災
か さ い

が発生
はっせい

したり、

津波
つ な み

や山
やま

くずれが起
お

きて、たくさんの人
ひと

がケガをしたり、命
いのち

を失
うしな

うこともあります。また、水道
すいどう

や電気
で ん き

が使
つか

えなくなって、何日
なんにち

も不便
ふ べ ん

な生活
せいかつ

が続
つづ

くこともあります。このような地震
じ し ん

は、これからも、いつどこで起
お

き

るかわかりません。

「わたしたちの未来
み ら い

は、安全
あんぜん

で安心
あんしん

なものであってほしい！」これは、みんなの願
ねが

いです。日本
に ほ ん

では、

地震
じ し ん

に強
つよ

い建物
たてもの

をめざし、たくさんの研究
けんきゅう

が行われてきました。みなさんが大人
お と な

になっている2050年、地震
じ し ん

の心配
しんぱい

をしないで安心
あんしん

して住
す

めるまちや家
いえ

ができているとしたら、それはいったいどのようなものでしょう

か？　またそのとき、わたしたちはどんな暮
く

らしができるでしょうか？　自由
じ ゆ う

に想像
そうぞう

して、絵
え

に描
か

いてみて

ください。

日本
に ほ ん

免震
めんしん

構造
こうぞう

協会
きょうかい

では、創立
そうりつ

15周年
しゅうねん

を記念
き ね ん

して、小中学生
しょうちゅうがくせい

のみなさんを対象
たいしょう

とした絵画
か い が

コンクールを企画
き か く

しました。夢
ゆめ

を描
か

いたユニークな絵
え

を歓迎します。

1．応募資格

作品提出期限の時点で、国内の小・中学校に在学する児童・生徒であればどなたでも、応募できます。た

だし、作品は一人につき一点とします。

2．締め切り

2008年11月28日（金）当日消印有効です。

3．用紙、画材

用紙：四つ切りの画用紙（54センチ×38センチ）、縦横自由

画材：自由

作品タイトル、住所、氏名、年齢、電話番号、学校名、学年を記入のうえ、作品の裏に貼り付けて

ください。

作品は必ず自分で描いたもので、未発表のものに限ります。

応募作品は返却いたしません。ご了承ください。

作品の著作権は主催者に帰属します。（社）日本免震構造協会の会誌ならびにホームページへの掲載、

さらには、本協会編の出版物に用いる場合は無償でその使用を認めることとします。

4．発表

（社）日本免震構造協会の会誌「MENSHIN」（2009年2月号）およびホームページに発表する予定です。

日本免震構造協会創立15周年記念事業
子ども絵画コンクール

応募要項
日本免震構造協会創立15周年記念事業コンペ部会
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5．賞および表彰

優秀賞　若干名：賞状および副賞（1万円分の図書カード）

参加賞　応募者全員

6．審査員

委員長：仙田　　満（放送大学教授、こども環境学会会長）

委　員：磯田　　幹（画家、元杉並区立第七小学校図工専科教諭）

酒井　輝男（朝日学生新聞社　編集部長）

立道　郁生（明星大学教授、日本免震構造協会記念事業コンペ部会委員長）

平田　知之（筑波大学附属駒場中学校教諭）

7．提出先・問合せ先

（社）日本免震構造協会事務局「創立15周年記念こども絵画コンクール」係

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18 JIA館2階

TEL：03-5775-5432/FAX：03-5775-5434

E-mail：jssi@jssi.or.jp

8．個人情報の取り扱いについて

記載された個人情報（ご氏名、ご住所など）を下記のとおり取り扱います。

個人情報は受賞者への連絡など、絵画コンクールに関わる業務遂行のためにのみ利用します。

個人情報は、第三者へは提供または開示しません。

応募作品を公表、展示、印刷など行う場合には、作品に併記して応募者の都道府県名・学校名・氏

名を公開することがあります。
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創立15周年記念国際アイデアコンペ課題

「免震・制振ならできる、2050年のこんな建物、

こんな街並み、こんな暮らし」

安全で、安心して快適に住めるサステナブルな都市や街を作りたい！　これは、現代を生きる全ての人々

の願いであり、また次世代への責務ではないでしょうか？　免震技術、制振技術の発展によって、これから

の街や建物はどのようなものになるのでしょうか？　また、私たちの暮らしはどのようなものになるのでし

ょうか？

日本免震構造協会では、創立15周年を記念して国内外の方を対象としたアイデアコンペを企画致しました。

免震技術や制振技術などが可能にする近未来の建物や街並みを自由に想像し提案してください。

必ずしも技術的な裏付けは必要としません。夢を描いたユニークな提案を歓迎します。イラストやCG、

スケッチのような作品も歓迎します。

1．応募資格

応募資格は特にありません。国内外を問わず、どなたでも、またグループでも応募できます。ただし、作

品は一人または一グループにつき一点とします。

2．審査委員

委員長：川口　健一　（東京大学教授、日本免震構造協会15周年記念事業委員会委員長）

委　員：入江　さやか（NHK）

西川　孝夫　（日本免震構造協会会長）

平倉　直子　（平倉直子建築設計事務所）

増田　　剛　（日経アーキテクチュア）

3．応募方法

1）応募の事前登録が必要です

応募の事前登録は、2008年11月28日（金）。郵送の場合は、消印有効とします。

「創立15周年記念事業国際アイデアコンペ応募登録」と明記のうえ、代表者の氏名、年齢（学年）、所属、

連絡先（住所、電話番号、FAX番号、E-mailアドレス）を記入し、下記のアイデアコンペ事務局まで、

E-mailないしは郵送で送付してください。申込順に、受付番号をお知らせします。

2）応募申込書を添えて作品を提出してください

①応募申込書

A4用紙に、事務局より通知された受付番号、作品の名前（タイトル）、応募者全員の氏名、年齢ま

たは学年および所属機関、代表者の連絡先（住所、電話番号、FAX番号、E-mailアドレス）を明記

してください。

日本免震構造協会創立15周年記念事業
国際アイデアコンペ

応募要項
日本免震構造協会創立15周年記念事業コンペ部会
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②応募作品

（ア）用紙はA3サイズ2枚以内とし、パネルやボードの類は使用しないでください。

（イ）作品には応募者が特定できるような氏名や所属機関の名称、記号を入れることはできません。

（ウ）図面や写真、イラスト、CGなどを自由に用い、アイデアをわかりやすくレイアウトして

表現してください。

（エ）作品中の説明は日本語または英語としてください。

3）作品提出期限

2009年2月28日（金）

・作品は応募申込書とともに、事務局へ郵送してください。当日消印有効です。

4．賞および表彰

最優秀賞1点　：賞状および副賞20万円

優秀賞2点以内：賞状および副賞10万円

入選賞　若干 ：賞状および副賞 3万円

最優秀賞・優秀賞は2009年6月の日本免震構造協会の総会での表彰式にて表彰します。ただし交通費な

ど出席費用は原則として各自負担とさせていただきます。

さらに最優秀賞・優秀賞・入選賞は（社）日本免震構造協会の会誌「MENSHIN」および、ホームページに

掲載します。

5．その他

1）創立10周年記念国際アイデアコンペティッションの受賞者ならびに最優秀作品は、日本免震構造協会

のホームページ（http://www.jssi.or.jp/idea_compe/aw-ideacompe.htm）で見ることができます（日本語）。

2）応募に関する質疑は、下記の問合せ先で適宜受付けます。

3）応募作品および応募申込書は返却しません。

4）入賞作品の著作権・特許は応募者に帰属します。ただし（社）日本免震構造協会の会誌「MENSHIN」お

よびホームページへの掲載、さらには、本協会編の出版物に用いる場合は無償でその使用を認めるこ

ととします。

6．提出先・問合せ先

（社）日本免震構造協会事務局「創立15周年記念国際アイデアコンペ」係

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18 JIA館2階

TEL：03-5775-5432/FAX：03-5775-5434

E-mail：jssi@jssi.or.jp

7．個人情報の取扱いについて

記載された個人情報（ご氏名、ご住所など）を下記のとおり取り扱います。

個人情報を受賞者への連絡など、アイデアコンペに関わる業務遂行のためにのみ利用します。

個人情報は、第三者へは提供または開示しません。

応募作品を公表、展示、印刷など行う場合には、作品に併記して応募者の所属機関（学校名）氏名を

公開することがあります。
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記念事業委員会報告 ― 3

（社）日本免震構造協会では、創立15周年を記念して、「免震構造・制振構造に関わる優秀修士論文賞」

の顕彰事業を創設し本年度より実施いたします。

下記応募要項を参照のうえ、来る2009年2月28日（金）（当日消印有効）までに、選考のために必要な資料

を添付のうえ、ご応募をお願いいたします。

〈応募要項〉

1．応募資格

当該年度を含め過去3年間（初年度のみ過去3年間とします）に我が国の大学院における修士の学位を取得

あるいは取得見込みの者。なお共著、単著とも応募できる。

2．選考の対象

建築構造物を対象とした免震構造・制振構造などの応答制御に関わる大学院修士論文で、論文指導教員

の推薦書を付して本人が応募したもの。

3．選考方法

選考は日本免震構造協会、技術委員会（委員長和田章）に選考委員会を設置し行う。

選考規準として、学術的水準とともに、免震・制振構造の普及に貢献する可能性も評価する。

4．選考の資料

1）推薦書　1部

2）概要　2部

※ MS-WORDファイルA4判用紙で2頁（両面不可）とする（下記応募論文概要の記載方法を参照）。

3）論文本文2部（それぞれ、査読の段階で破損しないようにしっかりと綴じること）。

4）資料の作成費は本協会では負担しない。

5．資料の取り扱い

1）資料の提出先は、日本免震構造協会、修士論文顕彰委員会宛とする。

2）選考のため提出された資料は原則として返却しない。

6．表彰

1）表彰の数は3件以内を原則とする。

2）賞は、「日本免震構造協会優秀修士論文賞」と称する。

3）「優秀修士論文賞」の表彰は、賞状および記念メダルとする。

4）表彰式は2009年度の日本免震構造協会の総会で行う。

5）表彰式において受賞者による論文概要のプレゼンテーションを行うことができる。

6）表彰論文は、題名、著作者名、授賞理由等を本会会誌「MENSHIN」および本会ホームページに発表

する。

7）表彰論文の概要は日本免震構造協会のホームページに掲載する場合がある。

2008年度（第1回）「免震構造・制振構造に関わる優秀修士論文賞」
応募論文の募集

日本免震構造協会創立15周年記念事業コンペ部会
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〈応募論文概要の記載方法〉

応募論文の概要（表題等の記載方法）は下記のようにすること。

（1）表題

文字は13ポイントのゴシック体（副題は11ポイントのゴシック体）でセンター揃えにし、上部に約2cmの

余白をとること。

（2）氏名

表題より1行あけ、文字を10.5ポイントのゴシック体として、著者氏名および所属大学を記入する。

（3）本文

1）文字は9.5ポイントの明朝体とする。

2）氏名より1行あけて書くこと。本文の左右および下部は2cmの余白をとること。

3）本文の1枚目は24字×2段×38行、2枚目以降は24字×2段×45行で作成すること。

4）2段組とし段の間隔は2文字分あけること。

5）参考文献は8.5ポイントの明朝体、1行28字としてよい。

〈応募先〉

（社）日本免震構造協会事務局「2008年度修士論文顕彰委員会」係

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18 JIA館2階

TEL：03-5775-5432/FAX：03-5775-5434

E-mail：jssi@jssi.or.jp
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記念事業委員会 ― 4 見学講演会報告

1 はじめに
平成20年5月14日、日本免震構造協会15周年記念

事業の一環として、当協会と（社）日本建築構造技術

者協会九州支部共催によるアイランドタワースカイ

クラブ（仮称：ICタワー）の見学会、および福岡大

学工学部 山峯夫教授の講演会が開催されました。

当日は、本協会委員4名を含め総計52名が参加さ

れました。福岡在住の会員の方等に加え、東京方

面からも20名程度の参加がありました。

2 建築計画概要
本建物は、福岡市近辺では建物高さが最大級と

なる高さ約145m、42階の3棟からなる超高層住宅で、

3棟は中間階の3箇所でスカイガーデンにより連結

されています（写真1）。

一体化された基礎下での免震構造とし、また風

の影響が大きいため、スカイガーデンおよび建物

頂部に制振装置を用いて耐震安全性と居住性を高

めています。

設計は竹中工務店・司建築設計事務所JV、施工

は竹中工務店・松本組JVで行われ、工期は平成18

年6月から平成20年8月までの27ヶ月です。

3 構造概要
3棟の各住棟は1辺約21mの正方形の平面形状で、

アスペクト比は7程度と非常にスレンダーですが、3

棟を対称配置し連結することによって、構造的に安

定させています。免震層には天然ゴム系積層ゴム支

承、低摩擦弾性滑り支承、U型ダンパー、オイルダ

ンパーが併用して設置されており、さまざまな揺れ

に対応しています。また上部構造のスカイガーデン

トラスの下弦材には、ブロードバンドダンパー（極

低降伏点鋼ダンパーと粘弾性体ダンパーを直列配置

したもの）とオイルダンパーの2種類、建物頂部2層

には亜鉛アルミダンパーを設置しています。（図1）

アイランドタワースカイクラブ（仮称：ICタワー）

竹中工務店
浜辺　千佐子

写真1 外観写真 図1 構造パース
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4 見学会の様子
見学会では、はじめに建築主である新栄住宅（株）

殿のご協力のもと、アイランドタワースカイクラ

ブの販売センターにて、建物の特徴と概要の紹介

ビデオや装置模型、概要説明パネル、免震体験台

などを見学しました。続いて作業所会議室にて工

事概要を竹中工務店作業所立山氏、構造設計概要

を竹中工務店九州支店設計部西村氏より説明を受

けた後、免震層および建物26階のスカイガーデン

上部やスカイガーデントラス内部の見学をしまし

た。見学後の質疑では建物の風応答に関する質問

等がありました。（写真2～4）

5 講演会の様子
見学会終了後、福岡ガーデンパレスにて福岡大

学工学部 山峯夫教授より「免震力と想像力」と

題するご講演がありました。免震装置の開発の歴

史や、免震応答簡易予測手法、長周期地震時の免

震建物応答性状に関する実験をふまえた見解、福

岡市の強震予測など多岐にわたる内容をご講義い

ただきました。さらに「免震力」として、不確定

な入力地震動に対する設計力、免震建物の限界状

態と余裕度の把握、免震部材の性能の把握と組み

合わせが重要であること、また「想像力」では免

震建物の地震時挙動イメージ、免震技術の適用イ

メージなどを膨らますことにより「創造力」に発

展させていくことの大切さをご教授くださいまし

た。（写真5、6）

6 おわりに
この見学、講演会は、特徴的な免震建物の見学

と 山先生の貴重なご講義をいただき、免震をよ

り深く理解する有意義な企画であったと思います。

最後になりますが、見学、講演会にご尽力いた

だいた関係者の皆様に厚く御礼を申し上げます。

写真2 工事概要の説明風景

写真3 スカイガーデントラス内部見学風景

写真4 免震部材設置状況

写真5 講演会風景

写真6 講演会風景
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1 はじめに
5月12日に発生した中国四川大地震では、6万人を

超える死者が発生し、多くの建物が倒壊しました。

すでに中国には600棟を超える免震建築物が建設さ

れていますが、この震災を契機に、中国において免

震建築物の需要が一気に高まるものと思われます。

国際委員会では、中国における免震・制振構造の権

威の一人である南京工業大学教授の劉偉慶（LiuWei-

Qing）先生をお招きして、「中国における免制振技術

の研究と応用事例について」と題する講演会を実施

しました。講演会では、中国における免制振技術の

現状に加えて、中国四川大地震の被害状況について

も最新の情報をふまえた解説をして頂きました。以

下に概要をご紹介します。

［日時］2008年5月22日（木）16時より

［場所］建築家会館1F 大ホール

［講演］「中国における免制振技術の研究と応用事例

について」

［講師］南京工業大学教授　劉　偉慶　先生

2 講演内容
講演では、最初に、中国を襲った過去の被災地震

について説明がありました。1976年の唐山地震では

24万人の方が亡くなり、20世紀に発生した地震被害

としては最大のものとなりました。最近では、1996

年に麗江（Lijiang）地震が雲南省で発生して、309人

が亡くなりました。今回の5月12日に発生した四川

大地震では、犠牲者の数は4万人を超えています（そ

の後、7月3日の時点で、死者6万9千人と報道されて

います）。

中国では、これまで600を超える免震建築物が建設

されており、その80%が集合住宅です。講演では、代

表的なものとして、以下の建築物が紹介されました。

・1991年に広東省の汕頭（Shantou）市に建設され

た8階建て免震住宅（中国で最初の免震建築物）。

・1999年に山西省の太原（Taiyuan）市に建設され

た19階建て集合住宅（中国で最も高層の免震建

築物）。

・2006年に北京市に建設された中央政府ビル（官

庁施設として初めての免震建築物）。

・2004年に北京市の通恵家園に建設された世界最

大の敷地面積をもつ免震建物群。2階建ての駅

のプラットホームの上の長さ1.29km、幅260m

の人工地盤上に集合住宅が建設されており、そ

のうち9階建ての19棟に免震構造を採用。

これらは全て広州大学の周教授が設計されたもの

です。劉先生自身が設計されたものを含めて、以下

の建築物が紹介されました。

・2000年に江蘇省宿遷（Suqian）市に建設された総

合体育館で、免震支承と粘性ダンパーを併用。

・同じ宿遷（Suqian）市に建設された免震構造の9

階建て病院建築物。

・2004年に上海市に建設されたF1サーキットの建

築物（レストランや記者クラブ等）で、サーキッ

トをまたぐように設置されており、スパンの片

側に積層ゴム支承を採用。

・2008年に雲南省昆明（Kunming）に建設予定の空

港で、中国で最大の免震建築物である。免震部

分の総面積は423,500m2に及ぶ。1275基のNRB、

999基のLRBおよび185基のダンパーを採用。

次に、既存建築物の耐震補強に制振技術（パッシ

ブ制振）を適用した事例として、以下の建物が紹介

されました。

・北京鉄道駅：粘性ダンパーを組み込んだブレー

スで耐震補強

・北京飯店：Elastometric springダンパーを組み込

んだ耐震補強

・北京展示館：粘性ダンパーを組み込んだブレー

スで耐震補強

・北京鉄道駅：粘性ダンパーを組み込んだブレー

スで耐震補強

・西安Changle Yuan商業プラザビル：極低降伏点

鋼を組み込んだブレースで耐震補強

・瀋陽（Shenyang）政府建物：摩擦ダンパーを組み

込んだブレースで耐震補強

講演会「中国における
免制振技術の研究と応用事例について」

国際委員会　委員長　建築研究所 斉藤大樹

委員会報告



講演の最後には、現在、改正作業中の免震建築物の

耐震設計基準や品質検査方法などが紹介されました。

3 まとめ
講演には29名の参加者があり、講演後には、中国

での積層ゴムの生産状況や品質検査などについて質

問がなされるなど、活発な意見交換が行なわれまし

た。中国では、免震構造にすると地震力が減るため

に経済的な設計になる場合がある、とのお話も伺い

ました。

劉先生には、中国四川大地震の直後の多忙の中で、

情報量の多い大変貴重なご講演をして頂き、深く感

謝いたします。今後、免制振分野における日中の技

術交流がさらに進むことを願います。
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また、新築の制振建築物が紹介されました。

・宿遷（Suqian）市の12階建て教員用住宅：オイル

ダンパー・ブレースを配置

・宿遷（Suqian）市の21階建て集合住宅：オイルダ

ンパー・ブレースを11～20階に配置

・宿遷（Suqian）市の24階建て集合住宅：高層部に

104基の粘性壁ダンパーを配置

・60階建てタワービルと10層の低層建物の間をオ

イルダンパーで接続した建築物

さらに、橋梁の免制振構造物の事例も紹介されま

した。とくに、世界最長の海上橋である杭州湾海上

大橋（Hangzhou Gulf Bridge、全長36km）や、世界最大

の斜張橋である蘇通長江公路大橋（Su-Tong Bridge、

全長32km）には、劉先生が設計した制振ダンパーが

設置されています。

写真1 講演風景 写真2 西川会長に記念品を贈呈（右が劉先生）
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刷）」を元に、受講者が制振構造設計を「体得」す

ることが目的とされています。

今回も制振構造設計に携わる多くの技術者が講

師となり、また東京工業大学笠井教授が殆どの講

義/演習において補足説明や質疑応答に対応してい

ただきました（表1参照）。

今回の出席者は32名で、構造設計者、営業、研

究等、様々な業種の方が参加されました。

1．はじめに
5月28日、29日の2日間にわたって、（社）日本免震

構造協会応答制御部会により「第二回パッシブ制

振構造の設計・計算演習会」が、けんぽプラザ

（東京都渋谷区千駄ヶ谷）で開催されました。その

内容をご報告いたします。

2．講習内容
2.1 講習会の概要

本講習会は、2007年11月に開催された初回講習

会（本誌59号参照）と同様に、2007年7月発刊「パッ

シブ制振構造設計・施工マニュアル（第二版第二

「第二回パッシブ制振構造の設計・計算講習会」受講報告

昭和電線デバイステクノロジー
三須基規

1日目 主催者代表挨拶 可児長英 （社）日本免震構造協会

オリエンテーション 白井貴志 新日鉄エンジニアリング（株）

講義 制振構造の原理と設計 笠井和彦教授 東京工業大学

鋼材ダンパー紹介 西本晃治 新日鉄エンジニアリング（株）

摩擦ダンパー紹介 北嶋圭二 青木あすなろ建設（株）

粘弾性ダンパー紹介 小林公樹 昭和電線ケーブルシステム（株）

オイルダンパー紹介 露木保男 カヤバシステムマシナリー（株）

粘性ダンパー紹介 鈴木明雄 オイレス工業（株）

解析モデルに関して 山崎久雄 ユニオンシステム（株）

制振設計例に用いる10層建物の概要 関谷英一 （株）鴻池組

演習用E-defence向け5層建物の概要 田中　智 （株）安井建築設計事務所

講義/演習 鋼材ダンパー制振構造の設計・計算 伊藤浩資研究員 東京工業大学

摩擦ダンパー制振構造の設計・計算 北嶋圭二 青木あすなろ建設（株）

2日目 講義/演習 粘弾性ダンパー制振構造の設計・計算 大熊　潔 住友スリーエム（株）

オイルダンパー制振構造の設計・計算 龍神弘明 前田建設工業（株）

伊藤浩資研究員

粘性ダンパー制振構造の設計・計算 大原和之 Arup Japan

講義 地震応答解析結果について 笠井和彦教授 東京工業大学

制振構造の構造計画について 吉江慶祐 （株）日建設計

表1 講習会プログラム
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3．感想
初めの演習「鋼材ダンパー制振構造の設計・計

算」では、筆者は計算に戸惑い、非常に時間が掛

かりました。しかし似たような計算を繰り返すう

ち、鋼材ダンパーの塑性率、オイルダンパーのリ

リーフ率など、ポイントとなるパラメータを感覚

的に認識できました。

その理由の1つに、演習中に途中までの正解が適

時発表されていたことが挙げられます。従って、

計算を間違えていても、受講者は最後まで設計計

算ができました。本講習会ではこれを「寺子屋形

式」と称しており、数式を手計算して制振構造設

計を肌で感じることに、本講習会の大きな目的が

あるようです。

実際に制振構造を設計する場合、専門書やマニュ

アルを読み、計算ソフトに必要なデータを入力すれ

ば、すぐに答えが得られるはずです。各所で開催さ

れている勉強会に参加して聴講をすれば、知識は得

られるでしょう。しかし、多くの場合は受動的な行

為ゆえに思考停止に陥りやすくなってしまいます。

本講習会を受講して、能動的に手を動かすことで得

られるものがあると感じました。

最後にご多忙の中、講習会の企画・運営をされ

た笠井教授、講師の皆様、事務局の方々に御礼申

し上げます。

2.2 演習内容

まず制振構造の設計や制振ダンパーの特徴につ

いて講義を受けました。次に演習で用いる5層建物

の説明を受けました。

演習では、同じ5層建物で同じ目標性能が得られ

る制振ダンパーを、目と指で数式を追い、計算機

で数値を1つずつ入力して設計します（表2参照）。

演習中、講師は受講者の机をまわって個別の質問

に答え、理解度に応じてヒントを出し、ある程度ま

で計算が進んだ時点で途中までの正解を逐次発表し

ます。最後に講師がまとめを、笠井教授が別の制振

ダンパーとの違いを補足説明される、という順序

で、鋼材・摩擦・粘弾性・オイル・粘性の各制振

ダンパーについてそれぞれ進められました。

写真1 受講者と講師

表2 対象建物、目標性能

・E-defense※1実大加振試験に用いた5層建物

（但し部材断面は小さくしたトリムタイプとする）

・鉄骨造・純ラーメン架構

・建物高さ17.58m

・固有周期0.997秒

・基本スパン6.0m×6.0～9.0m

（各方向とも2×2スパン）

・建物のY方向に制振ダンパーを取り付けて、

BCJ－L2波※2に対して最大層間変形角が

1/100以下になるようにする

・荷重分布形はAi分布として、各層の変形角が

一様となるように架構の1～4層にブレース

型ダンパーを取り付ける

・ダンパー取付部材（支持材）の剛性も考慮する

・用いるダンパーの仕様は、各演習で講師か

ら提示されたものを用いる

①設計条件から必要なパラメータを算定

②性能曲線※3からダンパー必要総量を算出

③取付角を考慮してダンパーを設計・選定

④建物基礎の浮き上がりを検討

対象

建物

目標

性能

設計

条件

計算

手順

※1 防災科学研究所兵庫県耐震工学研究センター

※2 日本建築センター模擬地震波（極めて稀に発生する地震動）

※3 「パッシブ制振構造設計・施工マニュアル」参照
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講習会報告

JSSIとCERA建築構造設計の共催で、地方への普及を目的として免震セミナーを開催しております。これま

でに平成17年10月第1回埼玉から平成20年4月第10回新潟を実施しております。本報告は、本年4月25日に開催

した「第10回免震セミナーin松本」について開催記録を報告いたします。日時、会場は下記の通りです。

日　時：2008年4月25日（金）10：00～16：50

会　場：長野県松本文化会館（3階　第3会議室）

今回も開催県下の構造設計事務所を中心に6名の参加を頂きました。プログラムは前回と同じもので、前

回から例題建物を用いた実設計計算を中心による演習としています。聴講者は、配布した計算書を基に主要

な式や特性値を自分で計算し、その回答を発表してもらいながらポイントとなるところを解説するという講

習会スタイルです。今回は、免震部材のダンパー性能試験と基本性能について、住友金属鉱山シポレックス

の照井氏が解説を行い協力して頂きました。

この講習会スタイルの目的は、免震構造の設計が実際に自分で出来ることを手を使って実感してもらうとこ

ろにあります。はじめの内は回答も消極的ですが、しばらくすると積極的な回答を受けるようになりました。

これまでの講習内容を省みて今後は、免震構造建物のデザインのポイントなども含め、基本計画の段階か

ら免震設計を考える内容にしてみようと考えています。

今後の予定として、京都・神戸、青森・札幌、高松・松山などを予定しております。各講師の方々をはじ

めJSSIの事務局、協賛会社の方々には、毎回ご協力いただき深く感謝申し上げます。

「免震セミナー in 松本の報告」
CERA建築構造設計

世良　信次

写真1 聴講者の皆さん 写真2 松本城と照井氏、世良（筆者）
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平成19年度理事会議事録

日　時 平成20年5月16日（金）午後3：00～5：00

会　場 日本免震構造協会会議室

（東京都渋谷区神宮前2-3-18 JIA館2階）

出席者 理事総数24名／出席理事数12名、

委任状提出8名、監事2名、事務局3名

（出席者名簿、省略）

議　長 西川孝夫会長

■配布資料

資料①会員動向

資料②平成19年度理事会出欠リスト

資料③監事監査について

資料④行事予定

資料⑤新法人と性能評価事業関連について

資料⑥新入会員と委員の交代について

資料⑦平成19年度収支報告・事業報告（案）について

資料⑧平成20年度収支予算・事業計画（案）について

資料⑨役員改選及び評議員改選（案）について

■開　会
理事総数は24名のうち出席理事数は12名・委任状

提出は8名、有効表決数20となり、定足数13以上を

満たし、理事会が有効に成立した。

議案審議に先立ち、西川孝夫会長による挨拶が行

われた。続いて、議事録署名人は、 山峯夫理事

および細澤治理事が選任された。

■議　事
◇審議事項
1）新委員会発足と委員交代と新入会員について

………………………………………… 資料⑥

事務局より、賛助会員入会（株）T＆A（設計事

務所/構造）及び技術委員会委員若干名の交代

について説明があった後、審議に入り異議な

く承認された。

2）平成19年度収支報告・事業報告（案）について

………………………………………… 資料⑦

平成19年度事業報告（案）について、事務局よ

り資料⑦をもとに説明があった。

協会賞の作品賞と技術賞の一覧を掲載したほ

うがよいとの意見があり、最後の頁に掲載す

ることで了承された。

平成19年度収支決算は、収入総額：1億679万

円、支出総額：1億1,671万円、当期繰越収支

差額：－992万円であった。前期繰越収支差額

が5,435万円なので、次期繰越収支差額は4,442

万円になった。当初の予算では、次期繰越収

支差額は3,835万円であったが、「技術者認定

事業収入」が、受験者が多かったこと、「性能

評価事業収入」の件数が多かったことが、予

算を上回る結果となった。3月31日現在の貸借

対照表は、資産17,654万円、負債3,185万円・

資本14,469万円でバランスしている。

上記の案で異議なく承認された。

3）平成20年度収支予算・事業計画（案）について

………………………………………… 資料⑧

平成20年度事業計画（案）について、事務局よ

り資料⑧をもとに説明があった。

本年度は、創立15周年事業のイベント・講習

会等の実施、免震建築物の設計支援で相談窓

口を開設すること、公益法人改革へ向けての

準備を進めること、また、財務関係のうちの

内部留保水準の適正化に対処することなどが

挙げられた。理事からは、「免震構造士」（スペ

シャリスト）の認定をしてはとの意見もあっ

たが、この件に関しては、運営委員会の企画

小委員会で検討することになった。

平成20年度収支予算（案）は、収入総額：約1

億604万円、支出総額：約1億2,606万円、当

期の収支差額は、－2,002万円。前期繰越収支

差額4,442万円で、次期繰越収支差額は、約

2,440万円。また投資活動支出1,680万円の説

明があり、上記の案で異議なく承認された。

4）役員改選及び評議員改選（案）について

………………………………………… 資料⑨

事務局より、配布資料⑨にもとづき説明が

あった。

今期の役員については、（株）ブリヂストンの

須藤千秋氏と北海道大学の緑川光正氏が新任

で、その他の役員は再任となり、全員で28名

の構成となる。また、評議員については、東京

大学の神田順氏とカヤバシステムマシナリー

（株）の露木保男氏が新任で、その他の評議員
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は再任となり、全員で20名の構成となる。

この案について諮られ、異議なく承認された。

◇報告事項
1）安藤事業推進部長の退職について

都合により5月20日付けで退職することにな

り、挨拶があった。

2）会員動向 …………………………… 資料①

年度末に伴い、退会・種別変更等があり、現

在の会員数は、第1種正会員108社（135口）、

第2種正会員171名、賛助会員68社となった。

3）平成19年度理事会出欠リスト …… 資料②

本年度の理事会は、今回を含め3回開催され

た。出欠状況は、資料②の通り。

4）監事監査について ………………… 資料③

5月13日に監事3名により、平成19年度の収支

計算書等の監査が終了した。

5）行事予定 …………………………… 資料④

事務局より、配布資料④にもとづき説明が

あった。

5/28・29に、パッシブ制振構造の講習会、5/29

総会・協会賞表彰式、7/1に本年度の免震部建

築施工管理技術者講習・試験案内送信、8/29

～31に、記念事業イベントを日本科学未来館

にて開催の予定である。

6）新法人と性能評価事業関連について

………………………………………… 資料⑤

事務局より、配布資料⑤にもとづき新法人へ

の移行と、新に発行予定の指定準則に対応し

た指定性能評価機関への当会の組織構成変更

に関し、これまでに運営委員会・評議員会で

検討してきた経緯と国土交通省建築指導課等

との打合せ結果の説明があった。理事からは、

性能評価機関としてのこれまでの実績もある

ので、現時点では事業を継続するものとして

考えて行く、また、建築指導課と連絡を密に

して適切に対応してほしいとのコメントがあ

り、継続検討することになった。

■閉　会
平成20年5月16日

議　　　　長 西川　孝夫

議事録署名人 山　峯夫

議事録署名人 細澤　　治
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平成20年度通常総会議事録

日　　時 平成20年5月29日（木）午後4：00～5：00

会　　場 明治記念館 2階「鳳凰の間」

（東京都港区元赤坂2-2-23）

総表決数 277個

本日出席会員数 217名（出席者67名、委任状出席

150名）

この議決権数 217個

■議案

第1号議案　平成19年度事業報告承認の件

第2号議案　平成19年度収支決算承認の件

第3号議案　平成20年度事業計画承認の件

第4号議案　平成20年度収支予算承認の件

第5号議案　役員選任の件

第6号議案　評議員選出の件

その他

■議事の経過及び結果
1）開会

定刻に至り、事務局より開会が告げられ引き

続き、当協会西川孝夫会長が挨拶した。

2）定足数の報告

事務局より、本日の通常総会は定足数を満た

したので有効に成立する旨が告げられた。

3）議長選出及び議事録署名人選出

議長の選出についてはかったところ、満場一

致をもって西川孝夫会長が議長に選任され

た。続いて、議事録署名人選出について事務

局から、小林哲之氏（第一種正会員）・速水

浩氏（第二種正会員）の提案があり、異議なく

承認され、両人とも承諾した。

4）議案審議

第1号議案　平成19年度事業報告承認の件

第2号議案　平成19年度収支決算承認の件

議長は、事務局に説明を求め、専務理事より

資料に基づき事業報告及び収支決算の説明が

あった。続いて大八木監事より監査報告があっ

た後、審議に入ったが異論なく、第1号議案及

び第2号議案は、原案のとおり承認された。

第3号議案　平成20年度事業計画承認の件

第4号議案　平成20年度収支予算承認の件

議長は、事務局に説明を求め、専務理事より

「本年度は、創立15周年事業のイベント・講

習会等の実施、免震建築物の設計支援で相談

窓口を開設すること、公益法人改革へ向けて

の準備を進めること、また、財務関係のうち

の内部留保水準の適正化に対処する」との前

置きがあり、資料に基づき事業計画及び収支

予算案の説明があった後、審議に入ったが異

論なく、第3号議案及び第4号議案は、原案の

とおり承認された。

第5号議案　役員選任の件

第6号議案　評議員選出の件

議長は、事務局に説明を求め、専務理事より

本年度は定款の規定により役員が任期満了と

なるので、後任として役員28名の選任を行い

たい旨を述べた後、その選任を諮ったところ、

満場異議なく別紙役員候補者名簿記載のとお

りの者が選任された。

続いて、評議員についても、役員の選任の主

旨と同様である旨を述べ、後任として20名の

評議員選出を行いたい旨を述べた後、その選

出を諮ったところ、満場異議なく別紙評議員

名簿記載のとおりの者が選出された。

なお、被選任者・被選出者は、いずれもその

就任を承諾した。

その他

議長より、その他審議事項の有無の確認があっ

たが、新たな審議事項はなかった。

5）閉会

以上をもって、平成20年度通常総会の議事全

部を終了したので、議長は午後5時閉会を告

げた。

平成20年5月29日

議　　　　長 西川　孝夫

議事録署名人 小林　哲之
議事録署名人 速水　　浩
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臨時理事会議事録

日　時 平成20年5月29日（木）午後5:00～5：05

会　場 日本免震構造協会会議室

（東京都渋谷区神宮前2-3-18 JIA館2階）

出席者 理事総数24名／出席理事数16名、

監事2名、事務局1名（出席者名簿、省略）

議　長 西川孝夫会長

■配布資料

平成20年度役員名簿

■開　会
理事総数は24名のうち出席理事数は16名、有効表

決数16となり、定足数13以上を満たし、理事会が有

効に成立した。

議案審議に先立ち、西川孝夫会長による挨拶が行

われた。続いて、議事録署名人は、沢田研自理事お

よび細澤治理事が選任された。

■議　事
◇審議事項
1）会長・副会長・専務理事の互選について

事務局より、定款第13条により会長・副会

長・専務理事は、理事の互選により選任する

旨が述べられ、互選の結果、会長・西川孝夫、

副会長・五十殿 侑弘・岸園　司・深澤義和

の3名、専務理事・可児長英が選任された。

■閉　会
平成20年5月29日

議　　　　長 西川　孝夫

議事録署名人 沢田　研自
議事録署名人 細澤　　治
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第9回日本免震構造協会賞

第9回 日本免震構造協会賞－2008－

第9回日本免震構造協会賞は、右に記す諸氏及び
作品を表彰することに決定した。

表彰制度の目的
免震構造の技術の進歩及び適正な普及発展に貢
献した者並びに建築物を表彰することにより、免
震技術の確実な発展と安全で良質な建築物等の整
備に貢献していくことが本協会の表彰制度の目的
である。

表彰の対象
功労賞は、多年にわたり免震構造の適正な普及
発展に功績が顕著な者に、技術賞は、免震建築物
の設計、施工及びこれらに係る装置等に関する技
術としての優れた成果にそれぞれ贈る。作品賞は、
免震構造の特質を反映した、優れた建築物とする。

表　　彰
2008年5月29日
（社）日本免震構造協会通常総会後

（社）日本免震構造協会表彰委員会委員
神田　順（委員長） 岡部憲明 小幡　学
河村壮一 北村春幸 平島　寛 村井義則
六鹿正治

審査経過
本年度の日本免震構造協会賞のうち、功労賞に
ついては、応募がなく見送った。技術賞について
は、4件、作品賞については、13件、計17件の応
募があり、慎重審議の上、委員会で技術賞1件、技
術賞（特別賞）1件、作品賞3件、作品賞（特別賞）
2件を選定し、推薦することを決定した。
初回委員会において、事前に送付された応募書
類をもとに意見交換を行い、技術賞に関しては、1
件の応募辞退を確認し、3件をヒヤリングの対象に、
作品賞は7件を現地審査の対象に選出した。作品賞
の趣旨は免震構造の特性を生かした優れた建築と
いうことであるが、応募作品の質は高いものが多
くなっていると感じられた。
技術賞としては、1件は免震装置を灯台レンズ用
に開発したもので、さまざまな工夫改良を加えつ
つ、多くの実績をあげていることが評価され、委
員会で一致して選定した。ゲージ振り子の原理を
応用した免震装置についても、実用化を意図した
工夫と、その実現については高く評価されたが、
今後の実績の見通しについて意見が分かれ、特別
賞として選定することとした。
作品賞については、2月から3月にわたって現地
審査を実施した。例年にならい、建築作品として
の空間構成や免震建築としての計画について、担

当者から直接に説明を受け、質疑応答の機会をも
った。担当者による説明は、十分に準備されたも
のと、必ずしもそうでないものもあり、審査にあ
たっては、せっかくの機会を有効に生かすことが
できない不満が残るものも2件ほどあったが、作品
賞としての選定は、建築そのものを委員会として
評価することを優先した。
3件の作品賞は、大半の委員が高く評価するもの

であり、詳細は個々の選評に譲るが、いずれも免
震構造を生かした建築を実現している。特別賞に
ついては、1件は既存建築が計画の質を決定してい
る面もあり、免震技術の応用としての高い評価か
ら特別賞とし、また1件は、併進振り子式免震構造
を美術館に実現した試みを評価し、特別賞として
選定した。質の高い作品の応募者に感謝申し上げ
ると共に、今後とも積極的な応募に期待する。

（神田　順）

選　考　結　果
第9回日本免震構造協会賞受賞は下記の7件である。

Ⅰ　技術賞
1）灯台レンズ用免震装置
株式会社奥村組 川井伸泰、舟山勇司、安井健治

2）＜特別賞＞ゲージ振り子の原理に基づく新しい転がり型
免震装置の開発

東京大学 川口健一、大矢俊治
岡部株式会社 阿部啓一、阿部純一郎

田口朝康

Ⅱ　作品賞
1）ソニーシティ
ソニー生命保険株式会社 於久田太郎
株式会社プランテック総合計画事務所　大江　匡
オーヴ・アラップ・アンド・パートナーズ・ジャパン・リミテッド 柴田育秀
株式会社アルファ構造デザイン事務所　海野敏夫
清水建設株式会社 水田保雄

2）多摩美術大学図書館（八王子キャンパス）
学校法人多摩美術大学 田淵　諭
株式会社伊東豊雄建築設計事務所　伊東豊雄
株式会社佐々木睦朗構造計画研究所　佐々木睦朗
鹿島建設株式会社 青木幹雄、山口圭介

3）日産先進技術開発センター　事務棟
日産自動車株式会社 若狭保夫
株式会社日本設計 大坪　泰、人見泰義、西川大介
清水建設株式会社 加藤喜久

4）＜特別賞＞武蔵野市防災・安全センター
武蔵野市長 邑上守正
株式会社日建設計 寺田隆一、長瀬　悟、中谷　聡
大成建設株式会社 久保田清

5）＜特別賞＞セラミックパークMINO
株式会社川口衞構造設計事務所　川口　衞、阿蘓有士
永田構造設計事務所 永田秀正
株式会社磯崎新アトリエ　青木　宏
東急建設株式会社 服部宏己

（敬称略）
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第9回 日本免震構造協会賞受賞の方々

灯台レンズ用免震装置
株式会社奥村組

ゲージ振り子の原理に基づく新しい転がり型免震装置の開発
東京大学
岡部株式会社

■技術賞

■技術賞（特別賞）

ソニーシティ
ソニー生命保険株式会社

株式会社プランテック総合計画事務所
オーヴ・アラップ・アンド・パートナーズ・ジャパン・リミテッド

株式会社アルファ構造デザイン事務所
清水建設株式会社

■作品賞

多摩美術大学図書館（八王子キャンパス）
学校法人多摩美術大学八王子キャンパス設計室

株式会社伊東豊雄建築設計事務所
株式会社佐々木睦朗構造計画研究所

鹿島建設株式会社

■作品賞
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セラミックパークMINO
株式会社川口衞構造設計事務所

永田構造設計事務所
株式会社磯崎新アトリエ
東急建設株式会社

■作品賞（特別賞）

武蔵野市防災・安全センター
武蔵野市長

株式会社日建設計
大成建設株式会社

■作品賞（特別賞）

日産先進技術開発センター　事務棟
日産自動車株式会社
株式会社日本設計
大成建設株式会社

■作品賞
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概要
我が国の灯台の多くは明治・大正期に建設され、現在も航路標

識として海の安全を守る重要施設であると同時に、歴史的建造物
（文化遺産）としての価値も高い。灯塔はRC造もしくは石造で、
その頂部に水銀の浮力を利用した回転機器で支持された大型レン
ズが設置されている。地震対策として、灯塔本体は耐震補強を施
し、レンズと回転機器は免震化することが計画された。レンズと
回転機器は、重量物かつ高重心であり、高い灯塔の頂部に設置さ
れ、スペースが狭小で環境条件も厳しい。
本技術は、金属性コサイン･レール支承と粘性ダンパーの組合

せによる灯台レンズ用の免震装置を開発・実用化したものであ
り、上記の難条件を解決し、これまで全国37ヶ所の灯台レンズ
に採用されている。

選評
海の安全に欠かせない灯台は、全国各地に250基ほど

あるという。明治、大正期に建設された西洋式灯台は、

航路標識としての重要性の他に、歴史的建造物としての

価値も高い。この灯台心臓部のレンズと回転装置（水銀

槽）の免震化技術としてコサイン・レール支承＋粘性ダ

ンパーが採用されている。支承の特徴は、金属製ローラ

ーの転がり形式の免震装置であり、ローラーを挟む上下

のレール面をコサイン・カーブ形状としたユニークな発

想がある。上下面にレールを配することで、下面のみの

場合に比べレール長さが半減できる大きな利点がある。

狭い灯台内では変形量の制限を受ける点や固有周期が重

量に依存しない点などに、このレールの特徴が上手く生

かされており、実用性の高い支承と言える。免震化する

ことで、回転装置内の水銀の飛散防止効果も図れ、環境

汚染の観点からも適用の効果が生まれている。応募され

た本技術は、地震応答が増幅する灯塔頂部のレンズ等機

器の免震化技術として、すでに全国37基に及ぶ適用があ

り社会的貢献度の高い実績を残している。他の分野への

今後の普及も十分期待でき、技術賞に値する技術である。

塔体部分の耐震補強は、個々に別途（本申請者とは別）

行われているとのことを付言しておく。

（村井義則）

システム及び特記事項
コサイン･レール支承は、ローラーの上下両方にコサイ

ン･カーブ形状をしたレールを配置した金属製転がり支承
である。地震時に上部構造は水平方向に移動すると同時
にわずかに持ち上がり、振り子状に振動する。本支承の
復元力はレール形状によって決定し、レールの勾配に対
応したサイン・カーブ状の復元力特性を示す。このため、
本支承は共振することがなく、非常に優れた加速度低減
効果を発揮する。さらに、摩擦係数が小さく作動性が良
い、レール長さが変形量の1/2で済むため小型化ができ
る、といった特長がある。減衰機構には粘性ダンパーを
採用し、装置のコンパクト化と高性能化を実現している。
規模の大きい1等レンズ（高さ6m、質量9t）と2等レ

ンズ（高さ5m、質量5t）については、4基のコサイン･
レール支承をステンレス製の鉄骨フレームで連結し、フ
レームの中央下部に平板型粘性ダンパーを配置した。規
模の小さい3等（高さ3m、質量3t）と4等レンズ（高さ
2m、質量1t）用免震装置では、支承とダンパーを一体
の機構に収納した形式とし、異なる機器重量や全国各地
の温度条件にも対応できるよう抵抗力可変の回転型粘性
ダンパーを採用して設計の標準化を図った。また、平面
寸法が小さいことから、万一の転倒を防止する目的で支
承側面に浮き上がり防止機構も備えている。スペースの
制約から免震装置の可動変位は±270mm以下に留めて
いるが、レンズ・機器の応答加速度を床応答の1/10以
下とする設計目標を達成している。

灯台レンズ用免震装置技術賞

株式会社奥村組：川井伸泰、舟山勇司、安井健治

水の子島灯台（大分県）と3等レンズ用免震装置（撮影：川井伸泰）

コサイン･レール支承の機構

コサイン･レール支承の復元力特性と周期特性

1・2等レンズの免震化 3・4等レンズの免震化
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ゲージ振り子の原理に基づく
新しい転がり型免震装置の開発

概要
戸建住宅など比較的軽量な構造物に対する免震装置には転がり

型か滑り型の免震支承が用いられる場合が多い。滑り型と比較し
て転がり型は精度の良い原点復帰性能が得られる。復元力を併せ
持つものでは中央部が凹んだ椀型の転がり盤等を用いて重力によ
る復元力を持たせるものがよく知られている。しかしながら椀型
の曲面製作はコストアップの要因ともなる。
本支承で応用しているゲージ振り子の原理は間隔を変化させた

一対のレールとその上を転がる転動体からなり、曲面を用いずに容
易に重力による復元力を発生させる事ができる。復元に要する時間
（周期）等の挙動も様々に設定する事が可能である。本開発ではこ
の原理を出発点とし接触応力等の問題も解決した新しい免震装置を
開発した。既に実大実験を行い、実際の物件にも適用している。

選評
ゲージ振り子の原理に基づく転がり型免震装置は、戸

建住宅を対象とした免震支承であり、レール形状を変化
させるだけで復元力が発生する「ゲージ振り子」を着想
した。通常の転がり支承では重力による復元力を発生
させるためには、球体と椀型の盤の組合せが一般的であ
ったが、この原理では平面的なレール（あるいは溝）の
間隔（幅）を調整することでそこを転がる球体に復元力
を発生させるもので、従来の発想にとらわれないユニー
クさが評価できる。このゲージ振り子の原理をもとに、
接触応力の改善のためにレール形状や材質に改良を加
え、十字型のクロスフレームを用いた、実用に耐えうる
新しい免震装置に仕上げている。この免震支承の開発に
あたっては、様々な実験による性能の検証が行われ、日
本建築学会の論文等により公表されている。また、日本
免震構造協会において、材料認定も取得しており、実際
の免震住宅にも適用されている。ただし、現在のところ
適用実績が数棟であり、変位量にかかわらず一定値を示
す乙字型の特異な復元力を示すことから、この装置の適
用を拡大するには簡易な計算方法の開発が求められる。
適用実績を増やすためには引き続き開発が必要となる
ことから、今後の新たなる開発を期待して、特別賞を授
与するものである。

（北村春幸）

システム及び特記事項
左記のゲージ振り子の原理を出発点とし、新しい免

震装置を開発した。新しい転がりレールでは、接触応
力の問題や円弧レール等のコストアップ要因をさらに
考慮し、直線レールやエッジの面取りなどの改良を施
したものを開発採用、耐候性試験、高速アクチュエー
タ試験を含む数々の実験改良を行った。転動体やクロ
スフレームには市販の「玉軸受用鋼球」や既製のH型鋼
を利用しコスト削減を工夫している。レール形状の工
夫により特定の固有周期を持たず、共振現象を発生さ
せないことが可能であることも分かった。装置全体は
十字型（クロスフレーム形状）としており、1装置あた
り計4箇所に転がりレール装置が装備されている。実大
の2階建て木造住宅を用いた実大振動台実験も行い、転
がり型免震支装置ならではの理想的な免震性能が得ら
れ、さらに共振現象すら発生しないことを確認してい
る。日本免震構造協会において材料認定を取得し、既
に数件の物件に適用している。

技術賞
（特別賞）

東京大学：川口健一、大矢俊治
岡部株式会社：阿部啓一、阿部純一郎、田口朝康

新しい転がりレール（撮影：岡部株式会社）

新しい転がり型免震装置の概観（撮影：岡部株式会社）

本免震装置を適用した実施物件の概観（撮影：岡部株式会社）
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建築概要
建 設 地：東京都港区港南1丁目7－1
建 築 主：ソニー生命保険株式会社
設　　計：建築　株式会社プランテック総合計画事務所

構造　オーヴ・アラップ・アンド・パートナーズ・ジャパン・リミテッド
株式会社アルファ構造デザイン事務所

施　　工：清水建設株式会社　ほか
竣　　工：2006年10月
建築面積：8,995.45m2 延床面積：162,887.57m2

階　　数：地上20階、地下2階、塔屋2階
構造種別：地上鉄骨造、地下鉄骨鉄筋コンクリート造

選評
地上20階、地下2階の本オフィスビルはB1F床に免

震層を設け、外殻の斜め格子フレームと組み合わせる
ことを構造的選択として計画している。
外殻に主たる耐震要素を配することで1フロア

70m×100mをロングスパンラーメン構造（柱スパン
15m×25.5m）とし、フレキシブルで透明性にとんだ
オフィス空間を実現している。
フロア構成の巧みさとともに免震+外殻斜めフレーム

が生み出しているのは軽やかなファサードのデザインだ
といえる。3層一構成の構造システムと免震効果により
きわめてスレンダーなダブルスキンファサードカーテン
ウォールのデザインが可能となっている。同時に環境技
術の面から自然換気が3層一構成で実現されている。さら
に建築計画の面で特筆すべきは北側ファサードに沿った
エスカレーターによる移動エリアで開放感のあるコミュ
ニケーションスペースとして快適なオフィス環境をつく
り出していることだろう。
70m×100mという大きなフロアヴォリュームに明

るさと透明性を与えているのは免震と外殻斜めフレー
ムという構造的選択が生んだ平面計画、ファサードデ
ザインによっているといえる。免震構造の利用により
高層、超高層オフィスビルの新たなデザインの方向を
提示している点、大きく評価でき、免震構造協会賞に
ふさわしい作品と考える。

（岡部憲明）

免震化した経緯及び企画設計等
本建物は、変化するビジネスに迅速に対応する新し

いビジネス拠点として計画されたものであり、求めら
れたのは、「シンプルで機能的、かつ安全安心なビル」、
「環境に十分配慮されたサスティナブルなビル」、「社員
のアメニティを重視し、業務を円滑に行える機能を効
率的に内包したビル」である。
それらを実現すべく、「外殻を剛強な斜め格子フレー

ム、内部をロングスパンラーメン構造とし、免震構造
と組み合わせる」ことによって、①フレキシブルな大
空間、②透明かつ環境に配慮したファサード、③震災
時および震災後の継続利用（72hのバックアップ体制）、
の実現を目指した。

技術の創意工夫、新規性及び強調すべき内容等
このシステムの採用によって、関東地震の再来を想定

した大地震動に対しても、基準フロアで約100galの加速
度、1/500以下の層間変形角を実現し、大地震時におけ
る無被害とその後の継続利用を確実なものとし、かつコ
アに阻害されないフレキシブルな大空間を創出している。
また、構造上も環境制御上も最適な3層モジュールの

ファサードシステムを採用し、免震効果を最大限に生か
すことで、外殻構成部材の見付幅を500mm、カーテン
ウォールのマリオン見付幅を55mmとするなど、ディ
テールの最適化を図り、透明感のある快適なオフィス空
間と環境負荷低減の両立を実現した。

ソニーシティ作品賞
建築主：ソニー生命保険株式会社　於久田太郎
設計者：株式会社プランテック総合計画事務所　大江　匡

オーヴ・アラップ・アンド・パートナーズ・ジャパン・リミテッド　柴田育秀
株式会社アルファ構造デザイン事務所　海野敏夫

施工者：清水建設株式会社　水田保雄

建物外観（撮影：小林浩志）

基準階オフィス内観（撮影：小林浩志）

構造概要図
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建築概要
建 設 地：東京都八王子市鑓水2丁目1723
建 築 主：学校法人多摩美術大学
設　　計：伊東豊雄建築設計事務所、

佐々木睦朗構造計画研究所
設計協力：鹿島建設建築設計本部
施　　工：鹿島建設
竣　　工：2007年2月
建築面積：2,224.59m2 延床面積：5,639.46m2

階　　数：地上2階、地下1階　高さ：10.90m
構造種別：鉄骨コンクリート造（一部鉄筋コンクリート造）

選評
伊東豊雄氏の作品は学生や若い建築家に多くの影響

を与えている。雑誌に作品が発表されるや全国の建築
学科の課題作やコンペ案に、似たようなデザインが多
数現れる。しかし、実際にそのデザインをそのままの
すっきりした形で実現しようとすると、高度な技術の
粋を集めた上に、気の遠くなるほどの神経を注いだ施
工が必要になるのだ。その絶好の例がこの作品である。
何気なく配されたランダムな幅のアーチ形状。湾曲

する外壁面とその窓ガラスの面一の仕上げ。大空間を
支える極薄のアーチ状柱とその基部の細さ。大きなス
パン。スタイロフォームの模型では楽しく簡単に仕上
がるものを、現実の地上に作るには人知の限りが尽く
されなくてはならない。
この建物では、基部が「ハイヒールのように細くく

びれた」アーチで大空間を支えるデザイン意図を実現
するために、鉄骨＋コンクリート造と免震構造の組み
合わせが選ばれた。そして施工上も、目地なし躯体の
実現、高階高薄肉アーチ構造のコンクリート充填、仕
上げと同一となる躯体の仕上げ精度確保など、難度の
きわめて高い課題をクリアしている。
大空間の上部に目をやれば、アーチの連続がゴシッ

ク教会を彷彿とさせるし、下部を見れば華奢な柱脚部
の連なりが不思議な軽やかさを漂わせる。建築家、構
造家、施工者による緊密かつ高度な協同作業によって
こそ生まれた秀作である。

（六鹿正治）

免震化した経緯及び企画設計等
本建物は、足元が細く絞られたアーチ形状の架構に

より構成されており、更にこのアーチ架構に対して面
外にも曲率を持たせた曲面壁としている。免震構造を
採用したことにより、「図書館という重いイメージの建
物をハイヒールのように細くくびれた足で支えたい」
という意匠デザインの意図を実現可能としたことに加
え、書棚の転倒や図書の飛び出しが起きにくいという
機能上の利点も併せて実現している。

技術の創意工夫、新規性及び強調すべき内容等
上部構造は I型断面鉄骨を厚さ200mmのコンクリー

トで被覆した鉄骨コンクリート造で、アーチ架構に生じ
る応力は内蔵された鉄骨で処理し、被覆コンクリートは
架構剛性、鉄骨の耐火被覆、座屈止めとしての機能を持
たせることとしている。柱脚は、中柱で200mm×
400mmの長方形断面を十字型に組み合わせた形状を基
本としており、すべての柱脚形状が異なっている。流動
性の優れたコンクリートの採用、及び鉄骨ウェブにセパ
孔位置を基本としたシアーキーを兼ねた充填孔（150φ）
を設けることにより、200mmという狭隘な型枠内に鉄
骨を挿入し、コンクリートを隙間なく充填させることを
可能にした。

多摩美術大学図書館（八王子キャンパス）作品賞
総合監修：学校法人多摩美術大学　田淵　諭
設計者：株式会社伊東豊雄建築設計事務所　伊東豊雄

株式会社佐々木睦朗構造計画研究所　佐々木睦朗
設計協力：鹿島建設株式会社　山口圭介
施工者：鹿島建設株式会社　青木幹雄

建物外観（撮影：石黒写真研究所）

建物内観（撮影：石黒写真研究所）

柱、梁部分詳細
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建築概要
建 設 地：神奈川県厚木市森の里青山1－1
建 築 主：日産自動車株式会社
設　　計：株式会社日本設計
施　　工：清水建設株式会社
竣　　工：2007年5月
建築面積：15,988.59m2 延床面積：69,471.94m2

階　　数：地上7階、地下1階　高さ：41.46m
構造種別：鉄骨造

選評

「クリエイティブなワークプレイスをつくりたい」。

日々、グローバルな技術開発競争にさらされている発注

者の要望を、免震構造を採用して建物形態の自由度を高

め、「感性を刺激する」「コミュニケーションを活性化す

る」「自然の恵みを大胆に活用する」ワークプレイスを構

築してかなえた。

構造の特徴は、雛壇状の執務空間をガラスの大屋根架

構が覆っていること、その事務所部分と駐車場が異なる

構造形式で合築していることである。地下1階の柱頭に

免震支承を設置することで、大屋根架構を含む上部構造

の水平力の伝達をスムーズにすると同時に、開放的な吹

き抜け空間、事務所と駐車場の合築を実現した。

また、二酸化炭素の排出削減に取り組む企業姿勢が、

トップライトを持つ大空間の床吹き空調、ソーラーチ

ムニーを活用した自然通風、庇兼用の太陽光パネル、

光触媒を利用した屋根散水システム、緑化など、様々

な環境技術の導入に表れている。

本建物は、免震構造の採用が軽快な意匠、合理的な

構造、先端的な設備の導入を可能にし、ユーザーの望

むワークプレイスの創出に大きく寄与している点で、

当協会作品賞に相応しいものである。野中郁次郎氏提

唱の知識創造システム「SECI（セキ）モデル」も研究

しているという発注者のこの開発拠点から、世界の先

を行く新技術が次々と生み出されることを期待する。

（平島　寛）

免震化した経緯及び企画設計等
本建物は、日産自動車における先進技術開発の中核

施設であり、ここで働く人々のコミュニケーションを
活性化し、創造力を刺激するオフィスが求められた。
免震構造を採用することにより、トップライトのも

つ透明感を生かしたスレンダーな屋根架構を可能とし、
光に溢れ、創造力を刺激する雛壇状の執務空間を実現
している。
また、大きな構造コアを設けることなく大スパンに

よるフレキシブルな無柱空間を生み出すとともに、オ
フィスと駐車場という異なる機能を合理的に積層して
合築している。

技術の創意工夫、新規性及び強調すべき内容等
約6,000m2ある雛壇状の吹き抜け空間は、本体架構

からY字柱で支持された屋根架構に覆われている。
屋根架構は、トップライトの見通しがよく軽快なイメー

ジとなるよう、小径の鋼管を組み合わせたフィーレンデー
ル梁としている。
屋根に生じる地震力は免震効果により大きく低減さ

れ、屋根の外周および本体コア直上にある水平ブレース
のみで面内剛性確保し、本体架構への応力伝達を可能と
している。また、面内変形が小さいことでサッシのディ
テールは単純化されコンパクトになり、より透明感のあ
るトップライトとなっている。

日産先進技術開発センター 事務棟作品賞
建築主：日産自動車株式会社　若狭保夫
設計者：株式会社日本設計　大坪　泰、人見泰義、西川大介
施工者：清水建設株式会社　加藤喜久

建物外観（撮影：木田勝久）

建物内観1（撮影：木田勝久）

建物内観2（撮影：武田匡史）
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建築概要
建 設 地：東京都武蔵野市緑町2丁目2番28号

武蔵野市役所内
建 築 主：武蔵野市
設　　計：株式会社日建設計
施　　工：大成・沖島建設JV（建築）
竣　　工：2007年5月
建築面積：405.23m2 延床面積：4,486.51m2（増築部）
階　　数：地上8階　高さ：31.90m（屋上無線用鉄塔別途）
構造種別：既存部：SRC造、3階：免震層、増築部：S造

選評
当建物は1981年基準法改正以前に計画され、将来的

に8階建てに増築することを想定して設計された2階建
てSRC造建物であるが、中間階に免震層を介して増築す
ることにより、建物全体を防災拠点化したものである。
8階建増築にあたり、設計者は増築部最下階を免震層

とする中間層免震とし、増築部の構造種別を当初想定の
SRC造より軽量なS造にて計画した。
これにより、既存建物の耐震性が1次設計（Co＝0.2）

しか実施されていない耐力にも拘らず、既存部・増築部
とも大地震時に短期許容応力度以下に留めることができ
る耐震性能を付与させている。また杭の設計において水
平力が考慮されていないため、太径場所打ち増設杭を採
用することにより既存杭の構造安全性を確保している。
更に、増築部は既存部より執務室スパンを拡げ、広い

執務空間を確保すると共に、免震化により梁成を抑え、
必要な天井高を確保しながら隣接する既存棟と調和する
外観としている。
本建物は免震建物として特段に新しい形態あるいは建

築計画を提案しているものではないが、制約ある既存建
物を保全しつつ、建主要望の課題に中間層免震構造の特
性を十分に生かして解を導き、実現化したことは、免震
建物の適用範囲と有効性の拡大に寄与すること大であ
る。よってここに作品賞（特別）として賞する。

（小幡　学）

免震化した経緯及び企画設計等
市役所敷地内に防災拠点をという建築主の要望に対

し、既存西棟の建て替えや隣接する既存東・南棟の補
強より合理的な方法として、「既存西棟上部に中間免震
層を介して増築することにより建物全体を防災拠点化
する」手法を提案している。
既存西棟は、将来8階建てに増築する予定で設計され

た昭和55年竣工の2階建てSRC造建物である。耐震設
計は1次設計のみ実施され、杭の設計には地震力が考慮
されていなかった。しかし、当該手法により既存部の
補強を最小化して建築主要望である「使いながら」の
条件を守りつつ、既存部・増築部とも高水準の耐震性
を確保している。

技術の創意工夫、新規性及び強調すべき内容等
既存部に関しては、コア内耐震壁2枚の増厚のほか、

太径場所打ち杭8本を既存基礎に圧着接合して既存杭へ
の地震力を半減させ、大地震時にも短期許容応力度以下
に留めている。
増築部は純ラーメンとして反力を分散させ、かつ免震

部材の接合方法を工夫し、既存部屋根部材の無補強化も
達成している。
また、増築部は執務室スパンを拡げながらも梁成を抑

え、既存東・南棟と軒高を揃えた。さらに、コンクリー
ト充填の鋼製箱形基礎を考案して隅角部アイソレータ4
基を柱芯内側に偏心させ、既存外壁を壊さずに残した。
これらにより、既存部のみならず、周辺庁舎群とも調和
した外観デザインを実現している。

武蔵野市防災・安全センター作品賞
（特別賞）

建築主：武蔵野市長　邑上守正
設計者：株式会社日建設計　寺田隆一、長瀬　悟、中谷　聡
施工者：大成建設株式会社　久保田清

建物外観
（撮影：三輪晃久写真研究所）

 

 

 

 

 

 

 

構造概要図

建物内観
（撮影：三輪晃久写真研究所）
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建築概要
建 設 地：岐阜県多治見市東町4-2-5
建 築 主：岐阜県
設　　計：意匠　株式会社磯崎新アトリエ

構造　株式会社川口衞構造設計事務所
施　　工：東急・鴻池・岐建特定建設工事共同企業体
竣　　工：2002年6月
建築面積：8,199m2 延床面積：14,466m2

階　　数：地上4階、地下2階　高さ：26.3m
構造種別：鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリート造、一部鉄筋コンク

リート造

選評
セラミックパークMINOは、岐阜県多治見市に建設さ

れた産業と文化の複合施設で、その主題は「陶磁器」

である。建物は自然との調和に配慮して計画され、地

形の関係で不規則で不整形な平面と断面を有している。

地震時にも破損危険性を避けるべき貴重な陶磁器作

品が多数陳列される展示室は、その床を何本もの角型

鋼管吊り材（□150×150×12、上下端にユニバー

サルジョイント付き）で上部の鉄骨梁（BH-1500～

1200×350×22×28）から吊り下げられ、宙に浮

いた感じの並進振り子式免震構造となっている。敷地

が不整形な傾斜地であることや免震対象とすべき展示

室が部分的であることから在来型の基礎免震とはせず、

また大型の陶芸作品への対応には免震展示台では不十

分な場合のあることから、吊り方式が採用された。吊

り長さは4.5mで固有周期は約4.2秒である。減衰定数

はオイルダンパーにより5％としている。

この方式の実施に際しては、実大模型の振動台実験、

ユニバーサルジョイントの性能実験および現場での自

由振動実験など綿密な裏付けがなされた。

敷地・建物の特性を考慮し、斬新な並進振り子方式

の免震構造を採用した当建物は、技術面での新規性・

進歩性をはじめ、作品賞（特別賞）に値する。

（河村壮一）

免震化した経緯及び企画設計等
常設展示室では、貴重で壊れやすい陶芸作品が展示され

る。通常、作品の安全展示には、次のような方法がある。
1）作品をテグス等で拘束するまたは展示用免震台を使
う方法

2）建物全体を免震化する方法
しかし、1）の方法では、確実な効果またはすべての

作品への対応が期待できない。2）の方法では、コスト
が問題になる。このため、日本では、本格的建築物へ
の初めての適用として、1～4階の大きな吹き抜けの中
に一層分の展示室が4階の大梁から吊り下げられた形
の、「並進振子の原理」を用いた免震構造を採用した。

技術の創意工夫、新規性及び強調すべき内容等
「並進振子免震」システムは、単純な原理による確実
な免震手法であり、また、これを吊っている親フレーム
の負担軽減に基づく付加的利点もある。
この免震システムを実現するために、展示室全体

（900m2/1300ton）を主架構から上下端にユニバーサ
ル・ジョイントを持つ32本の柱で、平面上全方向に動ける
ように吊り下げる。吊材の支点間距離は約4.5mで、固有
周期は約4.2秒となり、解析上良好な免震効果が得られた。
また、１本あたり392N/（cm/sec）の減衰特性を持

つオイルダンパーを直交方向に各4基、天井裏に設置し、
吊床部全体の減衰定数が5％となるように設計を行った。
また、実大実験を行い解析結果を確認した。

セラミックパークMINO作品賞
（特別賞）

建築主：岐阜県
設計者　意匠：株式会社磯崎新アトリエ　青木　宏
設計者　構造：株式会社川口衞構造設計事務所　川口　衞、阿蘓有士、永田秀正

施工者：東急・鴻池・岐建特定建設工事共同企業体　服部宏己

建物外観（写真提供：磯崎新アトリエ）

常設展示室（写真提供：磯崎新アトリエ）

ユニバーサルジョイント組み立て図
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（目的）
第 1 条 この規程は、社団法人日本免震構造協会
（以下「協会」という。）の表彰について必要な
事項を定め、免震構造の技術の進歩及び適正な
普及発展に貢献した者並びに建築物に対して表
彰することを目的とする。

（表彰の種類）
第 2 条 表彰は、功労賞、技術賞及び作品賞の3
種類に分けて行う。

（表彰の対象）
第 3 条 功労賞は、多年にわたり免震構造の適正
な普及発展に功績が顕著な者に贈る。
2 技術賞は、免震建築物の設計、施工及びこれら
に係る装置等に関する技術としての優れた成果
に贈る。
3 作品賞は、免震構造の特質を反映した、優れた
建築物に贈る。

（表彰の方法）
第 4 条 表彰の方法は、功労、技術又は作品の内
容により表彰状と副賞又は感謝状を贈る。
2 表彰の時期は、原則として、協会の通常総会時
に行う。

（応募資格）
第 5 条 応募者は、原則として、第1種正会員に
属する個人、第2種正会員及び賛助会員に属する
個人とする。

（応募の方法）
第 6 条 協会会長（以下「会長」という。）は、毎
年日本免震構造協会賞応募要領を定め、候補者
を募集する。
2 応募は、自薦又は他薦のいずれでも良い。

（表彰委員会）
第 7 条 日本免震構造協会賞の審査は、表彰委員
会（以下「委員会」という。）が行う。

2 委員長及び委員は、理事会の同意を経て、会長
が委嘱する。

3 委員会には、委員長の指名により副委員長1名
を置く。副委員長は、委員長を補佐し、委員長
に事故ある時は、その職務を代行する。

4 委員会は、委員長及び副委員長を含め、8名以
内で構成する。

5 委員の任期は、2年とする。ただし、再任を妨
げないが連続2期までとする。

6 委員長は、必要に応じ専門委員を置くことがで
きる。

7 委員会の運営について必要な事項は、委員会が
別に定める。

（受賞者の決定）
第 8 条 受賞者は、委員会の推薦により会長が決
定する。

（規程の改廃）
第 9 条 この規程の改廃は、理事会の議決による。
（細則）
第10条 この規程を実施するために必要な事項に
ついては、別に定める。
附則（最終改正）
この規程は、平成19年5月16日から施行する。

応募申込先及び応募に関する問合せ先
（社）日本免震構造協会・事務局
〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18

JIA館2階
TEL03-5775-5432 FAX03-5775-5434

第10回（2009年）日本免震構造協会賞募集

社団法人日本免震構造協会表彰規程に従って、下記のとおり第10回（2009年）日本免震構造協会賞の応
募者を公募いたします。会員の方々の積極的な応募と推薦をお待ちしております。なお、作品賞は、2008
年9月末日以前に竣工した建築物で、審査のための内部視察が可能な建築物を対象といたします。
●応募締切日　応募申込　2008年10月末日まで ●（社）日本免震構造協会表彰委員会

（FAX可） 委員長　河村壮一
書類提出　2008年11月末日 委　員　江本正和　　北村春幸　　木林長仁

●表　彰　式　2009年6月 小泉雅生　　小堀　徹　　中埜良昭
（社）日本免震構造協会通常総会後 平島　寛

社団法人日本免震構造協会表彰規程
2000年6月15日制定
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日本免震構造協会では、平成16年12月24日に指定性能評価機関の指定（指定番号：国土交通大臣　第23号）

を受け、性能評価業務を行っております。また、任意業務として、申請者の依頼に基づき、評定業務を併せ

行っております。

ここに掲載した性能評価（評定）完了報告は、日本免震構造協会の各委員会において性能評価（評定）を完了

し、申請者より案件情報開示の承諾を得たものを掲載しております。

建築基準法に基づく性能評価業務のご案内
◇業務内容
建築基準法の性能規定に適合することについて、一般的な検証方法以外の方法で検証した構造方法や建
築材料については、法第68条の26の規定に基づき、国土交通大臣が認定を行いますが、これは、日本免
震構造協会等の指定性能評価機関が行う性能評価に基づいています。

◇業務範囲
日本免震構造協会が性能評価業務を行う範囲は、建築基準法に基づく指定資格検定機関等に関する省令
第59条各号に定める区分のうち次に掲げるものです。
①第2号の2の区分（構造性能評価）
建築基準法第20条第一号（第二号ロ、第三号ロ及び第四号ロを含む）の規定による、高さが60ｍを超え
る超高層建築物、または免震・制震建築物等の時刻歴応答解析を用いた建築物
②第6号の区分（材料性能評価）
建築基準法第37条第二号の認定に係る免震材料等の建築材料の性能評価

◇業務区域
日本全域とします。

◇性能評価委員会
日本免震構造協会では、性能評価業務の実施に当たり区分毎に専門の審査委員会を設けています。
①構造性能評価委員会（第2号の2の区分） 原則として毎月第2水曜日開催
②材料性能評価委員会（第6号の区分） 原則として毎月第1金曜日開催

◇性能評価委員会
構造性能評価委員会 材料性能評価委員会

委員長 和田　　章（東京工業大学） 委員長 寺本　隆幸（東京理科大学）
副委員長 壁谷澤寿海（東京大学） 副委員長 山　峯夫（福岡大学）

山崎　真司（首都大学東京） 委員 曽田五月也（早稲田大学）
委員 大川　　出（建築研究所） 西村　　功（武蔵工業大学）

島 和司（神奈川大学） 山崎　真司（首都大学東京）
瀬尾　和大（東京工業大学）
曽田五月也（早稲田大学）
田才　　晃（横浜国立大学）
中井　正一（千葉大学）

◇詳細案内
詳しくは、日本免震構造協会のホームページをご覧下さい。
URL:http://www.jssi.or.jp/

日本免震構造協会　性能評価（評定）完了報告

平成12年建設省告示第2009号
で定める免震建築物に用いる
支承材。

適用範囲

材料性能評価

性能評価の区分件　名

法37条第二号の認定
に係る性能評価
（免震材料）

IB滑り支承材

申請者

アイディールブレーン
神子島製作所

07007
（H20.4.25）

JSSI-材評-
（完了年月日）
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国土交通省から公表された大臣認定取得免震建物のうち、ビルディングレター（日本建築センター）に掲載されたものを一覧で示しています。
間違いがございましたらお手数ですがFAXまたはe-mailにて事務局までお知らせください。

また、より一層の充実を図るため、会員の皆様からの情報をお待ちしておりますので、宜しくお願いいたします。

出版部会　メディアWG URL:http://www.jssi.or.jp/ FAX:03-5775-5734 E-MAIL: jssi@jssi.or.jp

国内の免震建物一覧表

免震建物一覧表



59国内の免震建物一覧表



60 MENSHIN NO.61 2008.8



61国内の免震建物一覧表



62 MENSHIN NO.61 2008.8



63国内の免震建物一覧表



64 MENSHIN NO.61 2008.8



65国内の免震建物一覧表



66 MENSHIN NO.61 2008.8



67国内の免震建物一覧表



68 MENSHIN NO.61 2008.8

超高層免震建物一覧表
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71委員会の動き

委 員 会 の 動 き 題を得るとともに、WGへの参加

企業を募っている。

施工部会
委員長　原田　直哉

JSSI免震構造施工標準の改訂状

況は、設備、耐火被覆関係を除き、

ほぼ全章の見直しを実施してい

る。今後、設備・耐火被覆関係に

ついては、専門メーカーのヒアリ

ングを実施し、また竣工時検査の

実施要領や内容について、維持管

理委員会との調整を行う予定。

免震部材部会
委員長　 山　峯夫

●アイソレータ小委員会

委員長　 山　峯夫

アイソレータ小委員会では、「免

震積層ゴム入門」「免震構造入門」

が刊行されて10年以上経過するの

を受け、新しい情報を盛り込んだ

「免震部材と免震設計入門（仮題）」

の刊行にむけて議論を行った。

●ダンパー小委員会

委員長　荻野　伸行

アイソレータ小委員会と連携を

取りながら進めることとなった

「免震部材部材と免震設計」に関

する構成内容及びダンパーの提供

データについて審議している。

また、「免震の実際WG」で企

画している免震部材の提供資料・

模型・実大ダンパーについて意見

交換した。

応答制御部会
委員長　笠井　和彦

●パッシブ制振評価小委員会・

制振部材品質基準小委員会合同

パッシブ制振評価小委員会

委員長　笠井　和彦

制振部材品質規準小委員会

委員長　木林長仁

合同小委員会では、制振構造の

免震設計部会
委員長　公塚　正行

●設計小委員会

委員長　藤森　智

性能評価機関からの依頼を受け

「免震装置の接合部・取り付け躯

体の設計指針（案）」を加筆修正

中。地盤増幅特性を簡便的に求め

るための応答スペクトルの包括ラ

インを設定中。15周年記念事業に

おける免震のしくみと免震建物事

例のパネル案を作成中。

●入力地震動小委員会

委員長　瀬尾　和大

入力地震動小委員会の活動報告

（2008年4月～6月）5月の四川大地

震、6月の岩手・宮城内陸地震に

ついて、観測された強震記録の情

報収集に努めるとともに，地震動

の大きさ・特徴と構造物被害との

関係を明らかにしようと試みてい

る。8月に開催予定の協会15周年

記念イベントに対しても子供用教

材の準備を進めている。

●設計支援ソフト小委員会

委員長　酒井　直己

免震告示で設計された建物の

アンケート結果の分析及び内容の

チェックが終了し、8月に「免震特

性レーダーチャート（Ver.2.0.0）」の

更新を予定している。また、次の

活動目標を検討している。

耐風設計部会
委員長　大熊　武司

風応答WGは、1質点系と多質

点系による応答試算を行い、評価

方針についてランク分けの基準に

ついて展望を得るとともに、確

認・評価内容について検討を進め

ている。その一つとして、クリー

プを伴う変形の残留変形評価につ

いて検討している。免震部材WG

は、一連のヒアリングを通して課

運営委員会
委員長　深澤　義和

運営委員会は、1/22、2/19、

3/11に開催した。活動内容は、定

例的な会員動向の確認、収支状況

の確認、資格制度等の運営状況の

確認、各種行事の検討などである。

性能評価事業をおこなう機関に

関する準則、公益法人改革への対

応について、企画・財務合同小委

員会での検討をもとに運営委員会

で検討している。いろいろな対応

案を検討しているが、行政側から

の詳細な基準等の内容・施行時期

等の明示がないため、運営委員会

としての成案を得るまでに至って

いない。

2007年度の決算がまとまりつつあ

る状況で、2008年度の予算、事業

計画について審議をはじめている。

技術委員会
委員長　和田　章

免震建築は日本の各地に建設さ

れるようになった。大きな地震が

起こるたびにこれらの免震構造の

地震観測結果が発表される。入力

地震動のとらえ方、免震部材の動

的性質、上部構造の応答など、実

際の地震を受けて知りうることが

多い。設計の段階では、実験や解

析によって実際現象をイメージし

て各種の考察を進めるが、地震観

測との整合性を確認することが、

今後の開発・設計にとって、有益

である。ここに、技術委員会の各

部会、小委員会の主査から、最近

の活動報告をして戴くが、地震記

録の考察だけでなく、このような

情報交換が重要と考える。
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普及を図るための講習会を、昨年

末に引続き5月28日と29日の2日間

実施し、32名の受講者が参加した。

また、制振部材の特性を共通評

価するための検討を開始し、振動

理論的な観点での共通化を図るた

めに、各種ダンパーWGで課題を

検討している（4/16、5/22、6/25）。

なお、制振ダンパーを採用する構

造設計者のためには、現状マニュ

アルの評価方法を変えないように

配慮する。

防耐火部会
委員長　池田　憲一

すべり系装置（弾性すべり・剛

すべり）について耐火構造の認定

条件の検討を継続。全メーカーの

すべり材の高温特性試験を化評研

にて試験を実施した。今後、試験

結果を取り入れた認定条件等を評

価機関に提示する予定。

普及委員会
委員長　須賀川　勝

昨年6月の基準法改正時点で話

題になった一定規模以上の建物の

確認審査予測件数が、7万棟程度

などと聞いて以来、免震構造の普

及は1％にもならず、相当遅れて

いると痛感させられている。

社会環境部会での普及を阻害し

ている要因を検討した結果に期待

している。

各部会の通常活動の相当部分は

記念事業に協力することで消化さ

れている。8月の市民イベントに

も多くの委員が参加している。各

部会の活動はそれぞれ以下に報告

されている。

出版部会
委員長　加藤　晋平

出版部会の全体会議は、7月23

日（水）に開催されました。8月22

日発行予定の会誌61号の進行状

況、次の62号の内容及び執筆依頼

について検討しました。

創立15周年記念事業の第一回記

念見学会が九州で40名以上の参加

を得て好評に開催され、今後は11

月に仙台にて庁舎免震レトロフィッ

ト工事の見学会が予定されている

事が報告された。

記念事業関連の企画・催しが具

体化して、今回に続き会誌に要項

が発表される事も報告された。

社会環境部会
委員長　久野　雅祥

5月21日に第13回委員会を開催。

今年度の活動テーマについて、引

続き、「免震建物を普及させる」

「普及を阻害している要因を解決

する」ための項目の討議を行った。

戸建住宅部会
委員長　中澤　昭伸

当部会の免震住宅推進WG（飯場

委員長）において、5/8と6/11の2回

にわたり告示免震で設計を行うに

あたっての技術的な問題について

会議を行った。大きな問題のひと

つにあげられている工学的基盤の

傾斜の規定に対する問題、地震力

の増幅率の問題などについてJSSI

設計部会の協力を得て検討してい

る。また、告示免震を限界耐力の

規定と切り離し、独立した告示と

して規定するべきではないかとい

う意見もあり、現在討議を行って

いる。

国際委員会
委員長　斉藤　大樹

国際委員会では、5月22日に、

中国における免震・制振構造の権

威の一人である南京工業大学教授

の劉偉慶先生をお招きして、「中

国における免制振技術の研究と応

用事例について」と題する講演会

を、建築家会館1F大ホールにおい

て開催しました。講演会では、中

国における免制振技術の現状に加

えて、5月12日に発生した中国四

川大地震の被害状況についても最

新の情報をふまえた解説をして頂

きました。講演には29名の参加者

があり、活発な意見交換が行なわ

れました。CIB/W114会議や来年

度の15周年事業国際ワークショッ

プの開催についても準備を進めて

います。

資格制度委員会
委員長　長橋　純男

資格制度委員会は、当協会が認

定する「免震部建築施工管理技術

者」および「免震建物点検技術者」

の資格に関わる講習・試験の実施

及びその合否判定に関わる事業を

担当している。そこで、4月8日

（火）に今年度第一回運営幹事会を

開催し、今年度の全体スケジュー

ル及び関連事項について審議した。

なお、今年度の講習・試験は下記

の通り実施される予定である。

10月12日（日）

免震部建築施工管理技術者講習・試験

会場：都市センターホテル3階

コスモスホール

11月9日（日）

免震部建築施工管理技術者/更新講習会

会場：新宿NSビル NS3階ホール

11月30日（日）

免震建物点検技術者/更新講習会

会場：新宿NSビル NSスカイカン

ファレンス（30階）

1月24日（土）

免震建物点検技術者講習・試験

会場：砂防会館別館「淀信濃」

記念事業委員会
委員長　川口　健一

記念事業委員会は2008年に15周

年を迎える本協会の関連記念事業

を司ることを目的とし、記念事業
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は2008年から2009年にわたって既

に実行されつつある。2008年7月4

日には第5回の委員会を開催した。

記念調査研究部会（古橋剛部会長）

では15周年を記念して発足させる

協会の研究助成事業の詳細を決定

している。市民イベント実施部会

（三山剛史部会長）では、本年8月

29日～31日に未来館において開催

する市民イベントに関して議論し

た。コンペ部会（立道郁夫部会長）

では「子ども絵画コンクール」、

「国際アイディアコンペ」、「優秀

修士論文賞」、について議論した。

記念国際ワークショップ部会（斉

藤大樹部会長）では、2009年11月

に開催する国際ワークショップと

関連出版について議論した。広報

部会（加藤晋平部会長）ではICタ

ワー見学講演会（5月14日）の報告、

次回見学計画について議論した。

15周年を記念して様々な事業の

設立発足を計画しており、協会と

して継続的に免震構造の研究開発

を下支えしていく仕掛けとして定

着させたいと考えている。上記活

動の総務は総務会計部会（可児長

英部会長）が行っている。
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4.8
4.10
4.11
4.14
4.15
4.15
4.16
4.16
4.17
4.17
4.18
4.18
4.18
4.22
4.23
4.23
4.24
4.25
5.8
5.8
5.9
5.9
5.9
5.13
5.14
5.14
5.15
5.15
5.16
5.20
5.20
5.21
5.22
5.22
5.23
5.27
5.27
5.27
5.27
5.28
6.4
6.4
6.9
6.10
6.11
6.12
6.13
6.16
6.18
6.19
6.19
6.20
6.24
6.25
6.25
6.27
6.27

資格制度委員会/運営幹事会
記念事業委員会/コンペ部会
資格制度委員会/施工管理技術者試験部会
技術委員会/耐風設計部会/免震部材WG
運営委員会
普及委員会/戸建住宅部会/地盤傾斜WG
技術委員会/施工部会
技術委員会/応答制御部会/パッシブ制振評価小委員会・制振部材品質基準小委員会合同
普及委員会/運営幹事会
建築計画委員会
技術委員会/防耐火部会
記念事業委員会/市民イベント実施部会
技術委員会/免震設計部会/設計小委員会
技術委員会/耐風設計部会/風応答評価法WG
普及委員会/出版部会/「MENSHIN」60号編集WG
普及委員会/出版部会
技術委員会/免震設計部会/入力地震動小委員会
記念事業委員会/広報部会
運営委員会
普及委員会/戸建住宅部会/免震住宅推進WG
技術委員会/免震部材部会/ダンパー小委員会
記念事業委員会/市民イベント実施部会/免震の実際WG
技術委員会/免震部材部会/アイソレータ小委員会
技術委員会/免震設計部会/設計支援ソフト小委員会
技術委員会/応答制御部会/パッシブ制振評価小委員会/基準対応WG
資格制度委員会/施工管理技術者試験部会
建築計画委員会
普及委員会/戸建住宅部会/免震WG
技術委員会/免震設計部会/設計小委員会
技術委員会/耐風設計部会/風応答評価法WG
技術委員会/免震設計部会/入力地震動小委員会
普及委員会/社会環境部会
国際委員会
技術委員会/応答制御部会/制振部材品質基準小委員会
記念事業委員会/市民イベント実施部会
技術委員会/防耐火部会
資格制度委員会/点検技術者更新部会
技術委員会/耐風設計部会/免震部材WG
技術委員会/耐風設計部会
記念事業委員会/市民イベント実施部会/免震の実際WG
記念事業委員会/コンペ部会
資格制度委員会/施工管理技術者試験部会
技術委員会/施工部会
運営委員会
普及委員会/戸建住宅部会/免震住宅推進WG
建築計画委員会
記念事業委員会/市民イベント実施部会/免震体験車WG
資格制度委員会/施工管理技術者試験部会
技術委員会/耐風設計部会/風応答評価法WG
技術委員会/免震設計部会/設計支援ソフト小委員会
技術委員会/応答制御部会/制振部材品質基準小委員会/摩擦ダンパーWG
技術委員会/免震設計部会/設計小委員会
技術委員会/免震設計部会/入力地震動小委員会
技術委員会/防耐火部会
技術委員会/応答制御部会/制振部材品質基準小委員会
記念事業委員会/市民イベント実施部会
技術委員会/免震部材部会/アイソレータ小委員会

事務局
〃

建築家会館3F小会議室
事務局
〃
〃

建築家会館3F小会議室
建築家会館3F大会議室

事務局
建築家会館3F小会議室

事務局
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

建築家会館3F小会議室
〃

事務局
〃

建築家会館3F小会議室
事務局
〃
〃
〃
〃
〃

建築家会館3F小会議室
事務局
〃
〃
〃

建築家会館3F小会議室
事務局
〃
〃
〃
〃

建築家会館3F小会議室
事務局
〃

建築家会館3F小会議室
事務局
〃
〃
〃
〃

建築家会館3F大会議室

7
6
7
5
10
3
7
17
8
6
16
12
8
6
3
12
10
5
13
10
8
6
6
6
4
7
5
7
8
5
13
4
9
7
10
16
4
6
7
6
4
7
11
12
12
6
6
8
5
6
5
8
13
18
10
10
11

日付 委員会名 開催場所 人数

委員会活動報告（2008.4.1～2008.6.30）
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会員種別 会員名 業種または所属

入　会

会員数 名誉会員 1名
（2008年6月30日現在）

  第1種正会員 106社

 第2種正会員 171名

 賛助会員 69社

 特別会員 6団体

氏　名 業　種会員種別

退　会

第1種正会員 井口インターナショナル㈱ 設計事務所/構造

賛助会員 設計事務所/構造㈱T＆A
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会員動向

入会のご案内

会員の特典など

入会ご希望の方は、次項の申込書に所定事項をご記入の上、事務局までご郵送下さい。
入会は、理事会に諮られます。理事会での承認後、入会通知書・請求書・資料をお送りします。

お分かりにならない点などがありましたら、事務局にお尋ねください

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18 JIA館2階

社団法人日本免震構造協会事務局

TEL：03-5775-5432 
FAX：03-5775-5434
E-mail：jssi@jssi.or.jp

会員種別 入会金 年会費

300,000円
（1口）
300,000円

免震構造に関する学術経験を有する者で、本協
会の目的に賛同して入会した個人
理事の推薦が必要です

5,000円 5,000円

免震構造に関する事業を行う者で、本協会の事
業を賛助するために入会した法人

100,000円 100,000円

本協会の事業に関係のある団体で入会したもの

第1種正会員

第2種正会員

賛助会員

特別会員

免震構造に関する事業を行う者で、本協会の目
的に賛同して入会した法人

別　途 ―

総会での
議決権

会誌送付部数 講習会・書籍等

有／1票
4冊／1口
10冊／2口
20冊／3口

会員価格

有／1票 1冊 会員価格

無 2冊 会員価格

第1種正会員

第2種正会員

賛助会員

委員会
委員長

可

可

不可

委員会
委　員

可

可

可



77会員動向

会員動向

社団法人日本免震構造協会 入会申込書〔記入要領〕

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18  JIA館 2階

社団法人日本免震構造協会事務局

TEL：03-5775-5432
FAX：03-5775-5434
E-mail：jssi@jssi.or.jp

第１種正会員・賛助会員・特別会員への入会は、次頁の申込み用紙に記入後、郵便にてお送り

下さい。入会の承認は、理事会の承認を得て入会通知書をお送りします。その際に、請求書・

資料（協会出版物等）を同封します。

２．代表名とは、下記の①または②のいずれかになります

３．担当者は、当協会からの全ての情報・資料着信の窓口になります。

４．建築関連加入団体名

５．業種：該当箇所に○をつけて下さい。｛　　　｝欄にあてはまる場合も○をつけて下さい

６．入会事由・・・例えば、免震関連の事業展開・○○氏の紹介など。

例えば・・・・・・総会の案内・フォーラム・講習会・見学会の案内・会誌「ＭＥＮＳＨＩＮ」・会

３団体までご記入下さい。

その他は（　　　）内に具体的にお書き下さい。

費請求書などの受け取り窓口

１．法人名（口数）・・・口数記入は、第１種正会員のみです。

記載事項についてお分かりにならない点などがありましたら、事務局にお尋ねください。

第１種正会員につきましては、申込み用紙の代表権欄の代表権者または指定代理人の□に　を

①代表権者　・・・法人（会社）の代表権を有する人

例えば、代表権者としての代表取締役・代表取締役社長等

こちらの場合は、別紙の指定代理人通知（代表者登録）に記入後、申込書と併せて送付し

て下さい。

②指定代理人・・・代表権者から、指定を受けた者

入れて下さい。
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会員動向

氏　　　名

所属・役職

担当者

代表者

法　人　名（口　数）

□代表権者

□指定代理人

業種

○をお付けください

会員種別
○をお付けください

申　込　日（西暦）

申込書は、郵便にてお送り下さい。

資本金・従業員数

設立年月日（西暦）

建築関係加入団体名

入会事由

住　　　所
（勤務先）

ふ  り  が  な

氏　　　名

所属・役職

住　　　所
（勤務先）

ふ  り  が  な

ふ　り　が　な

年　　　　　月　　　　　日

万円　　・ 人

A：建設業

B：設計事務所 

C：メーカー

D：ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

E：その他

a.総合　b.建築　c.土木　d.設備　e.住宅　f.プレハブ

a.総合　b.専業　｛1.意匠　2.構造　3.設備｝

a.免震材料　｛1.アイソレータ　2.ダンパー　3.配管継手

　　　　　　4.EXP.J　5.周辺部材｝

b.建築材料（　　　　　）　c.その他（　　　　　   ）

a.建築　b,土木　c.ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ　d.その他（　　　 　）

a.不動産　b,商社　c.事業団　d.その他（　　  　　  ）

*会員コード
*入会承認日

*本協会で記入します。

第1種正会員

〒

〒

E-mail

－ FAX－ － －

FAX － －

賛助会員 特別会員

（　　　　口）

印

印

年　　　月　　日 月　　　　日

※貴社、会社案内を1部添付してください

E-mail

－ －

社団法人日本免震構造協会 入会申込書
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社団法人日本免震構造協会「免震普及会」に関する規約

平成11年2月23日
規約第1号

　社団法人日本免震構造協会免震普及会（以下

「本会」という。）は、社団法人日本免震構造

協会（以下「本協会」という。）の事業目的と

する免震構造の調査研究、技術開発等について

本協会の会報及び活動状況の情報提供・交流を

図る機関誌としての会誌「MENSHIN」及び関

連事業によって、免震構造に関する業務の伸展

に寄与し、本協会とともに免震建築の普及推進

に資することを目的とする。

第１（目的）

　入会手続きの完了した者は、本会員として名

簿に登載し、本会員資格を取得する。

第７（登録）

　本会の目的違背行為、詐称等及び納入金不

履行の場合は、本会会員の資格喪失するもの

とする。

第８（資格喪失）

　本会員は、本協会の会員に準じて、次のよ

うな特典等を享受することができる。

　① 刊行物の特典頒付

　② 講習会等の特典参加

　③ 見学会等の特典参加

　④ その他

第１０（会員の特典）

　本会の目的達成のため及び本会員の向上の

措置として、セミナー等の企画実施を図るも

のとする。

第１１（企画実施）

　日本免震構造協会会誌会員は、設立許可日

より、この規約に依る「社団法人日本免震構

造協会免震普及会」の会員となる。

附則

　会誌は、１部発行毎に配付する。

第９（会誌配付）

　本会員になろうとする者（個人又は法人）は、

所定の入会申込書により申込手続きをするもの

とする。

第３（入会手続き）

　会員となる者は、予め、入会金として１万円

納付するものとする。

第５（入会金）

　納入した会費及び入会金は、返却しないもの

とする。

第６（納入金不返還）

　会費は、年額１万円とする。会費は、毎年度

前に全額前納するものとする。

第４（会費）

　本会を「（社）日本免震構造協会免震普及会」

といい、本会員を「（社）日本免震構造協会免震

普及会会員」という。

第２（名称）
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社団法人日本免震構造協会「免震普及会」入会申込書

申込書は、郵便にてお送り下さい。

申　込　日

氏　　　名
ふ　り　が　な

勤　務　先

自　　　宅

連　絡　先

住　　　所

連　絡　先 TEL（　　　　）　　　　　－

FAX（　　　　）　　　　　－

TEL（　　　　）　　　　　－

FAX（　　　　）　　　　　－

会　社　名

（西暦） 年　　　月　　　日 月　　　　日

印

所属・役職

住　　　所

〒　　　－

A：建設業　　 B：設計事務所 　　C：メーカー（　　　　　　　  ）

A：勤務先　　　 B：自　宅

D：コンサルタント　　 E：その他（　　　　　　　  　　　　　　）

〒　　－

業　　　種

会誌送付先

*コード

*入会承認日

*本協会で記入します。

該当箇所に○を

お付けください

該当箇所に○を

お付けください

業種Cの括弧内

には、分野を記

入してください
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会員登録内容に変更がありましたら、下記の用紙にご記入の上FAXにてご返送ください。

●登録内容項目に○をおつけください

1．担当者　　2．勤務先　　3．所属　　4．勤務先住所

5．電話番号　　6．FAX番号　　7．E-mail　　8．その他（　　　　　　　　　　）

送信先　社団法人日本免震構造協会事務局 宛

F A X　 0 3 － 5 7 7 5 － 5 4 3 4

※代表者が本会の役員の場合は、届け出が別になりますので事務局までご連絡下さい。

送付日（西暦） 年　　　月　　　日

会員登録内容変更届

会 社 名

（ ふりがな ）

担 当 者

勤務先住所

会 員 種 別 ：

発 信 者 ：

勤 務 先 ：

T E L ：

所 属

T E L

F A X

E - m a i l

第1種正会員　　第2種正会員　　賛助会員　　特別会員　　免震普及会

〒　　　　　－

（　　　　　）

（　　　　　）

●変更する内容



9/中旬 理事会（JSSI会議室）

9/18～9/20 免震構造に関する展示会（広島大学・スペイン広場）

日 月 火 水 木 金 土

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

7 

14 

21 

28

1

8

15

22

29

2 

9 

16 
23/30

3 

10 

17 

24

4 

11 

18 

25

11月
11/9 施工管理技術者対象：更新講習会（東京：新宿NSビル）

11/中旬 平成20年度免震部建築施工管理技術者試験/合格者発表

11/17 通信理事会

11/25 会誌「menshin」No.62発行

11/28 日本免震構造協会協会賞応募書類提出締切

11/30 点検技術者対象：更新講習会（東京：新宿NSビル）

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

7 

14 

21 

28

9月

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24

31

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

7 

14 

21 

28

6 

13 

20 

27

10月
10/8～10 危機管理産業展2008に参加（東京ビックサイト）

10/12 平成20年度免震部建築施工管理技術者講習・試験
（東京：都市センターH）

10/15 平成20年度免震建物点検技術者講習・試験案内送信、HP掲載

10/16 通信理事会

は、行事予定日など行事予定表（2008年9月～11月）
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I n f o r m a t i o n

◇平成20年度「建設事業関係功労者等国土交通大臣表彰」受賞
事務局

当協会の可児長英専務理事が、去る7月10日（木）「建設事業関係功労者等国土交通大臣表彰」

を受賞しました。

この賞は、住宅産業及び建築事業に30年以上継続して従事し、業界に精励するとともに、関

係団体の役員として4年以上在職し業界の発展に寄与した個人に授与されるものです。住宅・建

築事業関係では、可児専務理事を含め30名が受賞し、冬柴国土交通大臣より、表彰状と記念品

（三つ組の杯）が授与されました。

◇韓国免震制震協会　来訪
事務局

平成20年7月10、11日、社団法人韓国免震制震協会（13名）が日本を訪れました。韓国の文化

財を次の世代に美しい状態を保ったまま譲り渡せるよう、日本における文化財や美術品を外部

の力から守る免震技術の見学・研修のためです。

見学、説明にご協力をいただいた会員の皆様ありがとうございました。

【訪問日程】

7月10日 エエース　訪問

7月11日 奥村組　技術研究所　訪問

日本免震構造協会　訪問

「日本の文化財の耐震対策」 講師：可児　長英　氏（当会　専務理事）

「日本の制震システムの適用状況」 講師：齊木　健司　氏（三井住友建設）

写真1 会場の様子（JSSI会議室） 写真2 可児講師、齊木講師
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◇免震イベントのお知らせ
事務局

2008年9月18日（木）～20日（土）の3日間、広島大学　スペイン広場にて免震構造に関する展示

会を行います。同日広島大学にて、2008年度日本建築学会大会が行われています。皆様のお越

しをお待ちしております。

■名　　称：（社）日本免震構造協会、（社）日本建築学会中国支部主催

免震構造に関する展示会「免震フェア2008」

■開催日時：2008年9月18日（木）13：00～17：00（免震体験車出動予定）

（予定） 19日（金）10：00～17：00（免震体験車出動予定）

20日（土）10：00～13：00 ＊免震体験車無し

■会　　場：広島大学　東広島キャンパス　スペイン広場（東広島市鏡山一丁目）

＊屋外、下記地図参照

■免震模型、パネル展示、ならびに非免震と免震を体験できる免震体験車を配備予定
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I n f o r m a t i o n

日本振動技術協会（JAVIT）講習会

開催主旨
日本振動技術協会（JAVIT）では、入社または配属先の変更等でこれから本格的に振動制御を始めようとする
方々や、すでに振動制御に従事している方々のスキルアップを対象として、「振動工学」、「MATLABを用いた
振動制御」の講習会を1999年より企画開催して参りました。本年度は、昨年度に引き続き「少人数」「懇切丁
寧」をキーワードに下記の日程で講習会を実施いたします。また、可能なかぎり参加者の方の要望を講習会
内容に盛り込むことを検討しております。振動制御関係に携わる多くの方々の参加をお待ちしております。

開催日時・内容
◆講習会A：「振動工学」
・入門振動工学Ⅰ・Ⅱ 平成20年 7月24日（木）・25日（金） 9：30～17：00

講師：曄道　佳明（上智大学教授）
カリキュラム内容例：1・2および多自由度系の振動、解析手法、MATLABによる振動解析例、その他
・応用振動工学Ⅰ・Ⅱ 平成20年10月17日（金）・27日（月） 9：30～17：00

講師：曄道　佳明（上智大学教授）
カリキュラム内容例：モード解析、非線形振動、地震応答解析、MATLABによる振動解析例、その他
※入門振動工学は、Ⅰ・Ⅱの両講習会受講を推奨しております。
◆講習会B：「MATLABを用いた振動解析と制御」
・MATLABを用いた振動解析と制御Ⅰ 平成20年11月14日（金） 9：30～17：00

講師：田川　泰敬（東京農工大学教授）
カリキュラム内容例：1・2および多自由度系の振動、解析手法、MATLABによる振動解析例、その他
・MATLABを用いた振動解析と制御Ⅰ 平成20年11月21日（金） 9：30～17：00

講師：西村　秀和（慶応義塾大学教授）
カリキュラム内容例：安定化／最適化／外乱抑制をめざす制御系設計、H∞制御、その他
※応用振動工学Ⅱを受講していることが望ましい。
※参加条件：MATLAB Ver.5.X以上（含Control System Tool Box、Robust Control Tool Box、Signal Processing Tool

Box）をインストールしたパソコンを会場にお持ち下さいますようよろしくお願い申し上げます。
◆講習会C：「免震構造と積層ゴムの基礎理論」

平成20年11月28日（金） 9：30～16：00
講師：藤田聡（東京電機大教授）、宮崎充（オイレス工業）、正木信男・浜崎宏典・鈴木重信（ブリヂストン）、

村松佳孝（昭和電線デバイステクノロジー）
内容：ジェームス・エム・ケリ著、日本振動技術協会訳、藤田隆史監訳「免震構造と積層ゴムの基礎理論」

をテキストに、免震構造と積層ゴムの理論を基礎からわかりやすく解説します。

会　　場 東京大学生産技術研究所（東京都目黒区駒場4-6-1/京王井の頭線駒場東大前駅・池の上駅より
徒歩10分、小田急線・営団千代田線東北沢駅より徒歩7分、代々木上原駅より徒歩12分）

定　　員 講習会A・B：10名/講習会C：20名（定員になり次第締め切ります）
参 加 費 講習会A・B：会員15,000円、非会員30,000円（テキスト代、昼食代を含む）

講習会C ：会員20,000円、非会員30,000円（テキスト代、昼食代を含む）
申込締切 各講習会開催日10日前まで。ただし、定員になり次第締め切りさせていただきます。
申込方法 申込用紙をホームページ（http://www008.upp.so-net.ne.jp/javit/）よりダウンロードし、下記申込

先までFAXかe-mail添付ファイルにてお送り下さい。
申 込 先 日本振動技術協会（JAVIT）事務局　東京大学生産技術研究所

機械・生体系部門　藤田研究室
TEL/FAX：03-5738-0373 E-mail：javit@td5.so-net.ne.jp

問合せ先 日本振動技術協会教育事業委員会　幹事　古屋治（東京都立産業技術高等専門学校）
TEL：03-3474-4135（内3325）/E-mail：furuya@tokyo-tmct.ac.jp
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震大地震震に備える

免震建築の普及のため、建築主向けに免震構造を分かり易く解説したもの
（約9分）

価格（税込） ： 会　員 ￥2,000
  非会員 ￥2,500
  アカデミー ￥1,500

発 行 日 ： 2005年8月

発 売 元 ： 社団法人日本免震構造協会

［日本語版］
価格（税込） ： 会　員 ￥1,500
  非会員 ￥2,000
  アカデミー ￥1,000

発 行 日 ： 2006年11月

価格（税込） ： 会員［特別価格］ ￥5,500
発 行 日 ： 2006年12月

［英語版］

国際委員会は2000年よりCIB（建築研究国際協議会）のTG44
（Performance Evaluation of Buildings with Response Control 
Devices）の活動もしておりましたが、今回その成果として免制
振に関する世界の現状を記した書籍がTaylor&Frances社より出
版されました。各国の技術基準比較と設計・解析方法などの紹
介、免震建物の地震応答観測結果、装置の紹介、各国の設計例
データシートなどが示されている。　　　　　　　　（英語版）

盛夏の中、北京オリンピックが開催されました。

国威発揚を示すがごとく多くの人々による壮大で

華やかな絵巻物が展開されましたが、中国の発展

と実力が垣間見られました。中国では四川大地震

があったこともあり経済発展とあいまって免震建

築の需要が高まることが推測されます。

今号で掲載された「塔頂免震」・「灯台レンズ用免

震」・「並進振子免震」等は通常の建物免震とは違っ

た免震方法が使われており免震構法の拡がりを感

じられました。

免震協会創立15周年記念事業は、第一回見学会

も開催され、「市民イベント」・「こども絵画コンク

ール」・「国際アイデアコンペ」等各種企画が発表さ

れましたので機会があれば会員各位はじめ皆さん

に参加して頂ければと思っておりますので宜しく

お願いいたします。

免震建築訪問で発展著しい豊洲に開放的で運河

に開いた凱旋門を表現した「芝浦工業大学豊洲キ

ャンパス」に訪問取材した今回の編集WGは、加藤

（巨）、小山、斎藤、竹内、千馬さんの5名の方々で

した。御苦労様でした。

出版部会委員長　　加藤　晋平

編集後記
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